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第一章　お持ち帰りは不可抗力









　窓から見える公園の桜が、早くも散り始めている。 

　三月、仕事を終えてつい今しがた帰宅した神かみ谷や和わ香かは、リビングに入るなりベッドの上に横向きに倒れ込んだ。

「ああもう、さすがに凹む……。これ以上、どう頑張って働けばいいのよ～」

　和香が勤務する「ソシュール」は、国内外で八十五店舗を展開する総合アパレルメーカーだ。

　現在、和香が就いているポストは西東京のエリアマネージャーであり、日々担当する十二店舗を飛び回り、売り上げや人事面を管理している。同エリアは、海外にある店舗同様、本社営業本部が直轄して管理する特別地区のひとつだ。

　そして今日昼間出た辞令で、狙っていた首都圏エリアマネージャーのポストをライバルに取られたことを知った。それは東京と周囲六県内にいるエリアマネージャーを統括するものであり、本社の中枢部署に異動する足掛かりになるポストだ。

　あれだけ頑張ったのに……。

　かねてから、商品の企画開発に携わりたいと思っている和香にとって、首都圏エリアマネージャーは、ぜったいに就かなければならないポストだった。

　どうにもやりきれない思いが募り、和香はバッグからスマートフォンを取り出した。

「……あ、もしもし、瑛えい二じ？　私。狙ってた首都圏エリアマネージャーのポスト、ライバルに取られちゃった」

　電話をかけた相手は、男友達の戸倉瑛二だ。いつも彼女を励ましてくれる彼は、大学時代三年半付き合って別れてしまった元カレであり、良き友。別れてから一旦疎遠になったものの、二年前仕事を通して再会した。

「そうか……残念だったな。でも、また次のチャンスがあるだろ？　その時に向けて頑張ればいいよ。和香ならそれができるはずだ」

「ありがとう。瑛二にそう言ってもらえると、またやる気が出る」

　彼は和香と同じ年で、大学入学と同時に知り合い、すぐに付き合い始めた。

　生まれも育ちも東京の瑛二は、スタイリッシュである上にルックスもよく、性格だって申し分ない。

　彼と結婚すれば、一生しあわせに暮らせる事間違いなし――そう思っていたのに、ちょっとした喧嘩がもとで仲がこじれ、卒業を待たずに別れてしまったのだ。

「俺が言うんだから間違いない。和香がどんなに頑張り屋で、どれほど今の仕事に情熱を持っているか。それを一番よく知っているのは俺だからな」

「うん」

　瑛二と別れてから八年、和香はてんで男運に恵まれなかった。

　その間に出会い、付き合う寸前までいった男性が、二人。

　一人は、五歳年上の物静かな男性だったが、実は妻子持ちである事を隠していた。もう一人はふたつ歳下の明るいモテ男で、心配していたとおりとんでもない浮気者だった。

　いずれも、まだ恋人になる前に関係が破綻したのが、せめてもの救いだったが、当時はかなり落ち込んだし、それ以来恋愛とは無縁の生活を送っている。

「どうだ？　相変わらず恋人候補は見つからない？」

「ないない、ぜーんぜん見つからない。っていうか、探してない。言ったでしょ？　私、当分恋愛をするつもりないの。少なくとも、自分が目指すキャリアを手に入れるまでは、仕事一筋に生きるって決めてるしね」

「その第一歩が、首都圏エリアマネージャーってわけか」

「そのとおり。まだその先に目指すものがあるから、恋愛なんか二の次三の次って感じ」

「そうか。まあ、急いで探すものでもないしな。じゃあ、今日はもう何も考えずに、ご飯食べて風呂入って寝ろ。くれぐれも、あまり落ち込むなよ」

「うん、ありがとう」

　通話を終えると、和香は天井に向かって高く腕を上げて深呼吸をした。

　ベッドから起き上がり、自社ブランドのモノトーンスーツを脱いでハンガーにかける。

　今季春の新作であるそのスーツは、「ソシュール」の中でもシンプルかつ機能的なラインナップのひとつだ。

　本当はもっと柔らかな色遣いのゆったりとしたシルエットのものが好みだが、今の役職を考えるとどうしてもかっちりとしたスーツスタイルがメインになってしまう。

　浴室に向かい、バスタブにお湯を溜める。

　洗面台の前で下着姿になり、鏡に映る自分を見つめながらショートボブの髪の毛を掻き上げてみた。

　ブランドを背負っているという責任感から、プロポーションにはできる限り気を使っているつもりだ。黒のブラジャーとショーツを着けた自分は、一応合格点をつけられると思う。しかし、なぜか色気や女らしさよりも勇ましさを感じさせる。

（これも仕事一筋の生活を送ってるせいかな？　だって実際、彼氏なんか作ってる余裕ないもの）

　やや切れ長の目に、若干高めの鼻。口は少し大きめで、どちらかといえば派手な顔立ちをしている。その上、身長が百七十センチあるせいか、時に威圧的に見えたり、クールな印象を与えたりしがちだった。

　その実、結構間が抜けているし、弱い面もあったりするのだが、それを悟られるのが嫌で、ついつい虚勢を張ってしまう。

　そのせいで余計本来の自分とは、ずれたイメージを持たれがちだ。それが悩みと言えば悩みだが、どうにもできないまま今に至っている。

　バスルームに移動し、軽くシャワーを浴びてから湯船に身を沈めた。

「あ～気持ちいい～」

　都内Ｓ駅から徒歩二十分。

　築十五年の１ＤＫの賃貸マンションに住み始めてもう四年になる。

　外では何かと自分を取り繕う事が多い和香だけれど、一人きりでいるこの空間でだけはすべてを曝け出せる。

　一日中パンプスを穿いていた足がじんじんする。

　今日は終日店舗巡りをしており、座ったのはランチ休憩の時ぐらいだ。

「う～疲れた～」

　おそらく、バスタブそばにある小窓から入り込んできたのだろう。ふと前を見ると、湯面に一枚の桜の花びらが浮かんでいる。

　和香は花びらを掌にすくい上げ、じっと見つめた。

「まさに〝桜散る〟だったな」

　まだしばらくは、落ち込みが続きそうだ。

　けれど、次こそは望むポストをゲットしてみせる――そう硬く心に誓うと、和香は花びらを持った手を胸に強く押し当てるのだった。

　

　

　四月の第一金曜日に、毎年恒例の「ソシュール」新作発表パーティーが開催された。

　場所は青山にある店舗で、午後五時からはじまり、午後九時に終了予定だ。

　会場ではＤＪによるステージパフォーマンスを始め、ミニファッションショーなども行われて、期待以上の賑わいを見せている。

「ソシュール」側の出席者は、本社と首都圏エリア内の選抜スタッフで、和香をはじめとする現場担当者はプレス対応やゲストの案内にと、終始大わらわだった。

　パーティーが終了したのちは、年配組は銀座へ。和香を含むそれ以外の者は、近場にあるカフェバーに流れた。

　軽快なジャズが流れている店内は若干薄暗く、壁や天井はコンクリートの打ちっぱなしだ。広々としたフロアには、四人がけのソファ席とＬ字型のグループ用テーブル席が並んでいる。

　盛り上がっている集団を横目に、和香は一人店の奥に進み、小さな丸テーブルの席についた。そこはほかよりも一段床が高くなっており、テーブルは二卓しかない。

　メインフロアよりやや暗めの明りが、ダークグレイのパンツスーツを着た和香を丁度いい具合に目立たなくしている。席に着く途中でゲットしたカクテルを啜りながら、和香はぼんやりとフロアのほうを眺めた。

　ほぼ貸し切り状態のフロアでは、先日発表された人事異動について様々なおしゃべりが飛び交っている。

「浅あさ田だチーフ、この度は昇格、おめでとうございます！」

「首都圏エリアマネージャーか。同期の中では浅田が文句なしの出世頭だよなぁ」

　先日和香が逃してしまったその役職には、浅田という一年先輩の男性が就任した。彼は、東東京エリアの前マネージャーであり、同じエリアマネージャーとしてともに頑張ってきた仲間でもある。

　店舗戦略、在庫管理を含む商品マネジメントについては、ほぼ大差ない成績を残せたと自負している。だが、店舗の人事面やスタッフの育成に関しては、彼の方が和香より明らかに勝っていた。

　店舗のスタッフを育て、それぞれの資質を伸ばし売上に繋げる――そんな人を育てる能力が、和香には今ひとつ足らない。

　その事が、今回の人事に繋がったであろう事は、一番よくわかっている。

　わかっているだけに悔しさもひとしおだし、そんな不甲斐ない自分が歯がゆくて仕方がない。

（疲れたし、そろそろ帰ろうかな）

　そう思っているところに、和香のいるテーブルの方に大きくて黒い影がゆっくりと近づいてきた。

「神谷チーフ、お疲れさまです。はじめまして。僕、今月から神谷チーフと同じ西東京エリアの営業を担当することになった雑さい賀が太た一いちといいます。ちょっとお邪魔してもいいでしょうか？」

　百八十センチは優に超える身長に、一目見てスポーツマンとわかる逞しい体躯。黒く真っ直ぐな眉の下には、くっきりとした二重の目が並んでいる。

　彼の名前は本社から事前に聞かされていたし、履歴書にも目を通していた。写真を見た時も美男だと思ったが、実物はその何倍もイケメンだし、スタイルのよさもパリコレのモデルと比べても遜色ない。

「もちろんよ。どうぞ座って」

　弄っていたスマートフォンをテーブルの脇に追いやり、和香は背筋をしゃんと伸ばし椅子に座り直した。

「ありがとうございます。失礼します」

　持ってきたロックグラスをテーブルに置き、雑賀は和香の右側の席に腰を下ろした。

　にっこりと笑う口元には、真っ白な歯列が覗いている。

　着ているのは、薄いグレーの「ソシュール」新作のメンズスーツだ。

（うわぁ、すっごくいい体格してる）

　肩幅、胸板ともにガッチリとしており、それを支えている長い脚は、生地の上からでも筋肉質なのが分かった。テーブルに置いたごつごつとした拳には太い血管が浮いており、全身から健康で明るい男性のオーラが溢れ出ている。

（ああ、これはぜったいにモテるタイプだわ）

　和香は、そんな事を思いながら雑賀とグラスを合わせた。

　店舗には若い女性スタッフが大勢いる。

　前西東京エリアの営業担当者は、三十代後半の妻子持ちで、あまり女性の目を惹くようなタイプではなかった。そのあとに、これほど若く容姿も申し分ない男性が担当になるのだ。女性スタッフ達が放っておくはずがないし、モテまくる事必須だ。

　和香は僅かに目を細め、思案する。

　仕事に対するモチベーションアップは歓迎するけれど、恋愛のトラブルは御免こうむりたい。

「ソシュール」は、基本的に社内恋愛は禁止だ。わざわざ社則に書いてあるわけではないけれど暗黙の了解になっており、皆それに関してはいろいろと苦労している。

　普段まるで接触のない部署間ならまだしも、頻繁に顔を合わせる同じ部署やエリア内での恋は、即配置転換される事間違いなしだ。

「ずいぶん体格がいいのね。身長、どのくらいあるの？」

「百八十六センチあります」

「わぁ、私よりも十六センチも高いんだね。何かスポーツをやってたの？」

「大学までずっとラグビーをやっていました」

「そうなんだね。雑賀くん、前は大阪にいたんだよね？」

「はい、二日前に東京に越してきました」

「生まれは関西？」

「いえ、東京です。……あの、神谷チーフ、ちょっとお聞きしたい事があるんですけど」

　それまでハキハキと話していた雑賀が、急に声を潜めた。

「何？」

「もしかして、ご実家は静岡県で民宿をやっていらっしゃるのでは？」

「えっ、どうしてそれを知ってるの？」

　和香の実家は静岡県の海沿いの町であり、両親は和香が生まれる前からそこで民宿を営んでいる。

「名前は、順風荘？」

「ええそうよ」

「あぁ、やっぱり！」

　やや緊張した様子を見せていた太一が、いきなり満面の笑みを浮かべた。

「エリアのメンバー表で神谷チーフのフルネームを見た時から、ずっと気になっていたんですよ！　実際にお顔を拝見して間違いないと確信したんですけど、一応確認しておこうかと。いやぁ、感激だな。まさかこんな形でお会いできるとは思ってもみませんでした」

　雑賀が、まるで子供のように相好を崩し、何度も大きくガッツポーズをとった。椅子がガタガタと揺れ、フロアにいる数人が何事かとうしろを振り返っている。

「やっぱりって、雑賀くん、うちの実家を知ってるの？」

「はい。僕がラグビー部に入っていた高校時代、夏休みになると毎年決まった場所で合宿をしていて、その宿になっていたのが『順風荘』だったんです」

「えっ、そうなの？」

　和香は大いに驚き、思わず身を乗り出した。

「すごい偶然！　まさか会社で実家のお得意様に会うなんて……。こんなの、はじめて。雑賀くん、今二十五歳だよね？　四つ下ってことは、雑賀くんがうちに合宿に来た時には、私はもうこっちの大学に進学して実家にはいなかったわけね」

「ええ、残念ながらそうです。もう何年もご無沙汰しちゃってるんですけど、おじさんとおばさん、元気ですか？」

「うん、二人ともバリバリに元気よ」

　太一の言う〝おじさん〟こと和香の父親である淳じゅん二じは、今年で還暦を迎える元漁師だ。

　民宿には小さな漁船も用意してあり、希望すれば沖合で釣り糸を垂らすこともできる。〝おばさん〟こと和香の母親の文ふみ子こは、父親とは昔からの幼馴染だったそうだ。二人とも気さくな話好きで、一度来た宿泊客はほぼもれなくリピーターになってくれている。そのおかげで、民宿は年間を通して割と繁盛してる様子だ。

　しばらくローカルな他愛ない話が続いて、互いにだいぶ打ち解けた感じになった。

「僕、ラグビーの他に釣りもするんですよ。それで、練習の合間におじさんと一緒に釣りをしたり、夕食用の魚をおばさんとさばいたりしていました」

「へぇ。うちの両親大喜びだったんじゃない？　私は一人っ子だし、釣りにも料理にも興味を示さない子だったから」

「僕の方がもっと大喜びでしたよ。あの時は、いろいろと楽しかったなぁ。今でもたまに思い出したりするんですよ。また、お邪魔しに行きたいな」

　こんな薄暗い場所にいるのに、雑賀の瞳は夏の海のようにキラキラと輝いている。

「合宿以外でも、同じラグビー部の仲間や友達と『順風荘』に遊びに行ってました。そのうち僕一人でもお邪魔するようになって、合宿が終わったあとアルバイトをさせてもらったりもしていたんですよ」

「そうなの？」

　「順風荘」の部屋数は十二部屋で、夏場はかなり混雑する。和香がまだ実家にいた頃、夏休みといえば毎日家の手伝いをさせられ、一日中汗だくになっていた記憶がある。

「住み込みでしたから、ご飯も一緒に食べてました。その時に、神谷チーフのお話もいろいろと伺っていたんです」

「私の？」

　和香の頭の中に、話好きの両親の顔が浮かんでくる。

　父親は特にそうだが、お酒が入るとさらにおしゃべりになって、言わなくてもいい事までしゃべりだすのだ。

「はい。小さい頃のアルバムなんかも見せてもらいました。髪をツインテールにして、ひまわり柄のワンピースを着た写真とか、特に可愛かったですよ。目元とか口元とか、昔のまんまですよね」

「うちの父、そんなものまで引っ張り出してた？　ごめんね。人の家のアルバムとか見せられても困るだけなのに」

「いえ、僕は楽しかったですよ。おじさん、神谷チーフの事が可愛くて仕方ないんだって言ってました。今でこそ一丁前になったけど、昔は甘えん坊のおっちょこちょいで、しょっちゅう転んでけがをしてたって」

「そうそう。だから、いつも絆創膏は欠かせなかったんだよね」

「好きなおやつは、おばさんが焼いたクッキーですよね？」

「あたり。今もたまに焼いて送ってくれるの」

「いいなぁ。僕も食べた事ありますけど、ちょっと硬くて甘さ控えめだから、いくらでも食べられちゃうんですよね」

「そうなのよ。だから、食べる時は枚数を決めておかないと、すぐになくなっちゃうの」

「ははっ、わかります」

　容姿端麗の上に、とても話しやすい。

　それにしても、いくら共通の話題があるとはいえ、初対面の人とこんなに長々と話し込むのははじめてだ。

「神谷チーフって、クールでちょっととっつきにくい感じの人だって聞いてたんですけど、ぜんぜんそんな事ありませんね。……あ、すみません。僕、なんでも正直に言ってしまう癖があって――」

　雑賀が、あわてたように肩を窄ませる。

　その様が、なんとも可愛らしく思えて、和香は思わず小さな笑い声を漏らした。

「いいの。そう言われているのは知っているから」

　クールで、ちょっととっつきにくい。しかし、やるべき事はきっちりやるキャリアウーマンというイメージがついたのは、和香が販売スタッフから店長に昇進した四年前の事だ。

　当時二十五歳だった和香は、本社主催の営業企画コンテストで見事社長賞をゲットした。

　それをきっかけに目黒店の店長に抜擢され、そこで二年の月日を過ごした。

　いきなり責任あるポストに就いた事で、和香は俄然張り切って、それに相応しい自分であろうと最大限の努力を始める。

　目指すは、できるキャリアウーマン！

　店舗スタッフに頼られる存在になりたいがために、かなり背伸びをしてクールで仕事ができる自分であろうとした。それまで以上に仕事第一の生活を送り、ふと鏡を見ると眉間に縦皺が寄っている事が多くなった。

　おかげで営業成績は伸びたが、気がついた時には店舗のスタッフ達と微妙に距離ができてしまっていた。

　もっと肩の力を抜いて接することができたらと思うものの、今ひとつうまくいかないまま今に至っている。

「飲みものなくなりましたね。僕、取りに行ってきますよ。何にします？」

「じゃあ、ジントニックを」

「了解です」

　体育会系らしいきびきびとした動きで、雑賀がカウンターバーの方に歩いて行く。

（気が利くなぁ。きっと、上からも下からも慕われているんだろうな）

　雑賀のうしろ姿を見送りつつ、和香は一人口元をほころばせる。

　何の気なしにフロア全体を見回している途中で、少し先のソファ席に瑛二が座っているのを見つけた。

　彼の勤務先である「株式会社シムズ総合プランニング」は、イベントの企画運営やマーケティングリサーチを請け負っている会社だ。同社は以前から「ソシュール」と業務提携をしており、瑛二は二年前に「ソシュール」の担当になった。二人は仕事をとおして偶然の再会を果たし、それ以来プライベートでも連絡を取り合う仲になっている。

　彼が今この場所にいるのは、今回のパーティーの運行状況を見守るためであり、その流れでここにも顔を出しているのだ。

　仕事上こんなふうにしばしば顔を合わせる機会がある二人だが、当然以前付き合っていた事は内緒にしている。

　お互い何のリアクションもしないまま目をそらすと、ちょうど雑賀がグラスを持って戻って来るところだった。

「お待たせしました。はい、ご注文のジントニックです」

「ありがとう」

　彼が椅子に腰かけると同時に、テーブルに同じ透明のグラスが二つ並んだ。

「雑賀くんもジントニック？」

「いえ、僕のはウォッカのストレートです」

「へえ、お酒、強いんだね」

「ラグビー部で相当鍛えられましたからね。無理に呑まされたわけじゃありませんけど、酒豪が大勢いたんです。それと、ちょっと景気づけにと思って」

「景気づけ？」

　頷いた雑賀は、いきなりグラスに口をつけて、中身を半分ほど喉に流し込んだ。

　そして、すぐに居住まいを正し、おもむろに和香の方へ向き直った。

「あの……神谷チーフ。これからお話する事、とりあえず聞いていただけますか？　あ、仕事関係の話じゃありませんからご心配なく」

　和香を気遣ってか、雑賀がそう前置きをした。

　にっこりと笑う顔には、まだ緊張の色が見え隠れしている。一方和香は、仕事の話ではないとわかり、ホッと胸をなでおろした。

「さっきお話したとおり、俺は高校の三年間、神谷チーフの実家である順風荘に行くたびにお二人から──特におじさんから神谷チーフの話をいろいろと聞かせてもらっていました」

　そこまで言って、雑賀がウォッカをもうひと口飲む。

　仕事ではなく、和香自身に関する話だ。

　もしかして、父親が和香の恥ずかしい失敗談でも暴露したのでは？

　いったい、何を聞かされるのだろうと思い、和香は急にそわそわと指先を重ね合わせる。

「神谷チーフが生まれた時から大学に進学するまで、まるで映画を見てるみたいに臨場感たっぷりに話をしてくれました。おかげで俺は、会った事のない〝和香さん〟を実際に知っているみたいに親しみを覚えたんです」

　いきなり下の名前を呼ばれて、少なからずドキッとした。

　動揺を隠すために、ジントニックを一口飲む。冷たさが喉を通り過ぎ、少しだけ気持ちを鎮めてくれた。

「今でも覚えてますよ。小さい頃、普通に歩いていてもしょっちゅう溝にはまったり、ランドセルを置いたまま学校に行っちゃったりしたそうですね。中学生の時は、お弁当をしょっちゅう忘れたり、高校の時はヘアスプレーと間違えて制汗剤を頭に振りかけたり――」

「ああ、やっぱり！　うちの父ったら、ろくでもない話ばっかり！」

　思ったとおりだ！

　和香は眉間にしわを寄せて、両耳を塞ぐ真似をする。それを見て、雑賀が愉快そうに笑い声を上げた。

「あの時は楽しかったなぁ。その都度、当時の写真を見せてくれたりして」

「写真まで？　ああ、うちの父、カメラで家族を撮るのが趣味だから……。って、アルバム以外にもそんなものまで見せて……。ほんと、迷惑な人だよね」

「迷惑どころか、僕は大喜びで見せてもらってましたよ。何せ、おじさんから、いろいろなエピソードを聞いたり写真を見せてもらったりするうちに、僕はいつの間にか会った事もない〝和香さん〟の事を好きになっていましたから」

「ぐ、っぐふっ！」

　突然の告白に、和香は驚いて咳き込んでしまう。慌ててジントニックを飲み、胸元を押さえながら、どうにか咳を鎮めた。

「大丈夫ですか？」

「うん、もう、平気……」

「すみません。びっくりさせちゃいましたね。でも、本当の事です。当時僕は高校生でしたけど、今思えばそれが初恋だったんじゃないかと思います」

　どう反応すればいいのかわからず、和香は黙ったままグラスの中の氷を口に含んだ。

　しまった。

　氷が大きすぎて、このままじゃ話す事ができない。

　吐き出そうにも、人前でそんな行儀の悪い事をするわけにもいかなかった。仕方なくがりがりと氷を噛み砕いて、やっとの事で口の中を空っぽにする。

（お願いだから、落ち着いて、和香！）

　自分にそう言い聞かせ、和香は努めてクールさを装った。

「そっか。なんていうか……ありがとう。そんなふうに言われるなんて、光栄だわ」

　言ってから、なんだか偉そうに聞こえたのではないかと心配になる。

　だいたい、もう何年も前の話をしているだけなのに、何をそんなにあわてているのだろう？

　いい年をして、恥ずかしい！

　和香は、なんだかいたたまれない気分になり、グラスを手に取って残りのジントニックを一気に喉の奥に流し込んだ。

「あ、それ──」

　ごくりと飲み込んだ途端、喉の奥がひりひりと焼けるように熱くなった。

「ゴホッ！　こっ……、これ……辛っ……！」

　あまりにも強い刺激に、息もできない。咳き込んで倒れ掛かるテーブルの上には、手の中のものと同じ、もう一つ空っぽのグラスがある。

「それ、僕のグラスですよ。ウォッカのストレートが入ってたやつ。平気ですか？　水を持ってきますから、ちょっと待っててください！」

　慌てて走り去る太一の背中を見送り、そのついでに瑛二のほうを盗み見た。すると、案の定今のちょっとした騒ぎに気づいた様子で、横を走っていった雑賀の背中を目で追っている。

　ものすごくバツが悪い。

　それに、だんだんと胃の中が熱くなり、それが全身に広がっているような気がする。

「んー……」

　和香は小さく呻き声を上げた。

　ウォッカって、こんなに早く酔っぱらうもの？

　いや、この前にジントニックを二杯飲んだし、パーティー会場でもカクテルを一杯飲んでいた。

　目を開けているのも億劫になり、テーブルの上にもたれかかる。身体が椅子から浮いているみたいになって、だんだんと思考能力がなくなっていくのがわかった。

　なんだかちょっとヤバいかもしれない。

　もう帰らなければ――。

　これ以上ここにいたら、きっと醜態をさらしてしまうだろう。

「神谷チーフ、大丈夫ですか？　水、飲めます？」

　帰って来た太一が、おろおろと和香の世話を焼き始めた。

「へ……平気よ……。でも、私そろそろ帰る……。みんな、まだ盛り上がってるし、こっそり帰るね。雑賀くんは、まだ楽しんで。それと、うちの父に聞いた事はみんなには内緒だから。じゃあまたね。よい週末を。さよなら」

　だんだんと、ろれつが回らなくなってきた。一刻も早くこの場から逃げなければ、先輩社員としての品位を保てなくなってしまいそうだ。

「神谷チーフ、本当に大丈夫ですか？」

「うん」

　和香は短く返事をして、注意深く立ち上がった。

　シャンとしなければ――そう意識しながらカバンを持ち、店の入口へと向かった。

　幸い、フロア脇に細い通路があり、そちらを通れば人目につかずに帰る事ができる。

　店の外に出て、冷えた外気を胸いっぱいに吸い込む。

　歩き出した途端、ハイヒールの踵がやけにふらつくのに気づいた。

　この調子では、電車で帰るのは無理だ。

　和香は、諦めてタクシーを探そうとして、車道のほうに近づいた。

　歩道から身を乗り出すと、途端に眩しいヘッドライトで目がくらんだ。それでも頑張って目を凝らしていると、表示灯に赤く「空車」と示されているタクシーを見つけた。

（やった！）

　手を上げて一歩前に踏み出すと同時に、身体がぐらりと揺れた。

「神谷チーフ！」

　誰かに抱き留められたようだが、もう目蓋を上げていられない。

　全身がふわりと浮き、なぜか心に安堵感が広がる。

「もう頑張らなくていいですよ」

　そんな声が、どこかから聞こえてきたような気がして、和香はそれきり意識を手放してしまったのだった。

　

　

　目覚まし時計が鳴らないのは、今日が週末である証拠だ。

　アパレル業界に身を置いている和香だけれど、本社勤務であるゆえに基本的に土日祝日は休みだった。

　まだ目蓋が重いし、眠くて仕方がない。

　それなのに眠りから覚めてしまったのは、窓から射しこんでいる光のせいだ。

（眩しい……昨夜カーテンを閉め忘れた？）

　和香が住むマンションは、駅から徒歩六分の賃貸マンションだ。

　借りているのは八階建ての四階角部屋で、リビングは二面採光のため外光を取り入れやすい。

（眠い。身体だるい。まだ起きたくない）

　和香は目を閉じたまま大きく欠伸をした。

　そして、昨日の事をぼんやりと頭の中に思い浮かべる。

　日々忙しく動き回っている和香だが、昨日は新作発表パーティーがあって、特に忙しかった。そのあとも移動してカフェバーで飲んだし、そこで雑賀という同じエリアの営業担当社員と話し込んだ。

（それから、どうしたんだっけ？　確かタクシーを捕まえたような……）

　電車に乗った記憶がないから、タクシーで帰宅したに違いない。今一つ記憶が曖昧だが、こうして家に帰れているのだからよかった。

　何も問題はないし、今日は休みだから一日のんびりできる。

「ああもう、眩しいってば……」

　明るさに耐え兼ねた和香は、いつも一緒に寝ているクマのぬいぐるみに抱きついた。

　和香が眠るベッドのほぼ半分を占拠している〝クマちゃん〟は、体長百六十センチのクマのぬいぐるみだ。

　小さい頃、和香はデパートのおもちゃ売り場で〝クマちゃん〟を見て一目惚れした。そして、どうしても買ってもらいたくて、珍しくその前で駄々をこねたのだ。

　しかし、結局大きすぎるという理由で買ってもらえず、それきり〝クマちゃん〟を目にする事はなかった。

　月日は流れ、和香がちょうど瑛二と別れた直後、たまたま通りかかったおもちゃ屋のショーウィンドウの中にいる〝クマちゃん〟を見つけた。

『〝クマちゃんっ〟』

　和香は思わず、そう声に出して立ち止まり、迷う事なくそれを即買いした。

　それ以来〝クマちゃん〟は和香のベッドの上を定位置とし、共寝したり話し相手になったりしてくれている。

　朝、目が覚めると〝クマちゃん〟にキスをして「おはよう」とあいさつをする。

　夜、ベッドに入るときは〝クマちゃん〟に「おやすみ」のキスをしてから眠る。

　文字通り〝クマちゃん〟に始まり〝クマちゃん〟で終わる毎日。

　瑛二と別れて以来、まともな恋人がいないままの和香にとって、彼は心の拠り所であり、恋人の代わりともいえる大切な存在になっているのだ。

「そろそろ起きないと……。おはよう〝クマちゃん〟」

　目を開けないまま顔を上げ、柔らかでふわふわの毛でおおわれた口元に唇を寄せる。

　しかし、なぜか唇に触れるのは、決して柔らかとはいえない硬い毛の感触。

　なんだか変だ。

　そういえば、ふかふかのはずのクマちゃんの身体が、やけにごつごつとしている。

「……んん？」

　今一度〝クマちゃん〟の胸元に顔をすり寄せると、あきらかに感触が違う。

　和香は不審に思いながら、〝クマちゃん〟の身体に掌を這わせ、まだ眩しさを感じている目蓋を上げて、ぱちぱちと目を瞬かせた。

　目の前に見えてきたのは、柔らかな綿入りの身体ではなく、逞しい男性の胸板。

　掌に触れるのは、ふわふわの毛ではなく、さらりと滑らかな人間の肌だ。

「ええっ？」

　咄嗟に上を向くと、薄っすらと無精ひげが生えた形のいい顎が見えた。

　仰け反ってさらに上を向くと、見覚えのある凛々しい男の顔があった。彼は、和香の枕に頭を乗せ、気持ちよさそうな寝息を立てて眠っている。

「ちょっ……！　あ、あ、あなた、さ、さ、さっ、雑賀くんっ!?」

　和香が大声を出すと、眠っていた雑賀が、ぎゅっと眉根を寄せてゆっくりと目を開いた。

「あぁ……神谷チーフ。おはようございます」

「お、お、お、おはようございますじゃないわよ！　ど、ど、どうしてあなたがここにいるのよ？」

　慌てて横になったまま後ずさった拍子に、ベッドから転げ落ちそうになる。

「おっと、危ない」

　即座に伸びてきた逞しい腕に抱き留められ、そのままベッドの上に座らせてもらった。

　それからすぐに、雑賀がベッド横のラグの上に移動する。彼は見事な上体を晒しながら、ややバツが悪そうにその場に腰を下ろした。

「なっ……なんで？　いったいどういう事？　どうして雑賀くんがここにいるの？」

　はたと気がついて自分自身を確認すると、きちんとパジャマを着ている。とりあえずホッとして再び雑賀のほうを見た。

　すると、彼は背後の壁にもたれかかっていた〝クマちゃん〟を引き寄せ、腕に抱え込んだ。

「驚かせてしまって、申し訳ありません。でも、仕方なかったんです。神谷チーフ、お店出てタクシーを拾った途端に道端にへたり込んでしまったでしょ？」

「え？　そ、そうだっけ？」

「なんとか抱き上げてタクシーに乗り込むと、行き先だけはちゃんと言ってくれました。タクシーに乗っている間に、一応ことわってから免許証を見てマンションの部屋番号を確認して、鍵を貸してもらいました」

　彼は、おんぶして和香を部屋まで送り届けてくれたらしい。

「そ、そうなんだ」

「それで、おんぶしたまま靴を脱がそうとしている最中に、神谷チーフが盛大に戻しちゃって」

　酔って正体を失くし、自宅まで送ってもらった上に、吐いて洋服を汚した？

　あまりにも情けない事実を知らされ、和香は頭を下げて雑賀に謝罪した。

「ご、ごめんなさい！　私ったら、ぜんぜん憶えてない……」

「いえ、大学のラグビー部では、よく酔った先輩の世話をしてましたから、ぜんぜん平気です。二人とも洋服が汚れたので、とりあえずぜんぶ脱いでシャワーで汚れを洗い流しました」

「え？　ちょっ……ちょっと待って？　シャワーって……まさか、私も？」

「はい。そのあと、ベッドに連れていって、畳んであったパジャマを着てもらいました。あ、洋服は一応水洗いをして風呂場に置いてあります」

　青くなっていただろう顔が、いきなりかっと火照りだした。

　ぜんぶ脱いでシャワーを浴びた――それはつまり、彼に裸を見られてしまったという事だ。

「結構大変でしたけど、なんとか上手くいきましたよ。僕が先に服を脱いで、それから神谷チーフの服を……」

　そこまで言って、雑賀がゴホンと咳ばらいをした。

「あの……大丈夫ですよ。見ないように、ずっとそっぽを向いていましたから。僕も多少酔っていましたし、本当に見てません。それと、すみませんが、クローゼットを勝手に開けさせてもらいました」

　彼の指が、穿いているスウェットパンツを指す。それは、和香の父親がここに泊まった時に置いていったものだ。

「着替えたあと、なんとかベッドに運んだんですけど、横になった途端に、いきなり〝クマちゃん！〟って言うなり抱きつかれて――」

「え？」

　まさかの事実を聞かされ、和香はポカンと口を開けたまま固まってしまう。

「〝クマちゃん〟って、このクマのぬいぐるみの事ですよね？」

　雑賀に問われ、和香は無言で頷く。

「やはりそうでしたか。神谷チーフ、多分僕の事を〝クマちゃん〟と勘違いしているんだろうなぁ、と思っていました。さすがにこれはまずいと思ったんですが、僕も少々酔っていたし、ついそのまま眠りこんでしまったんです」

　酔っぱらいの世話をさせた上に、セクハラ行為までしていたとは……。

　和香は絶句して、言葉を失った。

　今のご時世、ちょっとした言動が、ありとあらゆるハラスメントになり得る。

　会社で受けた研修でも、それについては特に厳しく言われていた。

　和香がその話を持ち出すと、雑賀が目を丸くして否定する。

「セクハラだなんて思ってませんよ！　逆に、僕の方こそ、いくら酔っていたとはいえ、余計な事をしたんじゃないかと――」

「ううん、雑賀くんは、まったく悪くないわよ。すべては、間違って強いお酒をがぶ飲みした私のせいだもの。私、こう見えて、今もかなりのおっちょこちょいなの。せめて会社ではそれが出ないように気をつけていたのに……」

　情けないやら恥ずかしいやらで、顔から火が出そうだ。

　すっかり意気消沈している和香を見て、雑賀が気づかわしそうな表情を浮かべる。

「おっちょこちょいは、誰にでもありますよ。じゃあ、今回の件は不問に付すって事でいいですか？」

「雑賀くんが、それでいいなら」

「僕の方は、もちろんそれでいいですよ。では、この件は、これで解決って事で。ところで、二日酔いとか、大丈夫ですか？　もし必要なら、薬とか買ってきますけど」

「ううん、平気」

「何か飲みます？」

「ああ、そうね。待って、コーヒーでも淹れるから」

　和香がベッドから下りようとすると、雑賀が両手を前に出して、それを押し留めた。

「キッチンを借りていいなら、僕がやりますよ」

「そう？　……じゃあお願いしようかな」

「了解です。お砂糖とミルクは？」

「私はブラックで。あと、クローゼットの左側にある棚に、今雑賀くんが着ているスウェットの上が入ってるの。よかったら、それを着て。どちらも、うちの父がここに泊まりに来た時に置いていったものだから、サイズは合わないと思うけど」

　元漁師である和香の父親は、わりといい体格をしている。しかし、スウェットパンツの丈は短すぎるし、どうみても窮屈そうだ。

「はい、ありがとうございます」

　雑賀がクローゼット経由でキッチンに行ってしまってから、和香は改めて自分の身なりを確認した。

　パジャマの下を覗くと、ブラジャーはつけていないものの、ショーツは穿いている。

　いったい、どんなふうにそれを穿かせてくれたのかと思うと、自分を怒鳴りつけたくなった。

　ため息を吐きつつベッドから抜け出し、部屋の真ん中にあるラグの上に腰を下ろす。

　幸い、いつになく気怠いものの、頭痛や吐き気などの症状はなかった。

　それにしても、なんという失態を犯してしまったのだろう！

　店を出て、タクシーを止めたところまでは覚えている。けれど、その後のことは、てんで記憶にないし、起きてから知らされた事実にただただ驚き呆れている状態だ。

「お待たせしました」

　しばらくして、太一が両手にカップを持って帰って来た。四角いテーブル越しにクマ柄のカップを差し出し、にっこりと笑う。

「どうもありがとう」

　そのまま太一がテーブルを挟んで和香の正面に座った。

　熱いコーヒーを飲みながら、和香は正面から雑賀を見た。彼の瞳は、〝クマちゃん〟と同じ綺麗なチョコレート色をしている。

「雑賀くん。会って早々迷惑をかけて、本当にごめんなさいね。それに、いろいろとありがとう」

「僕は、まったく気にしてませんよ。言ったでしょう？　ラグビー部にいた時に、何度も経験してますから」

「でも……」

「僕、仕事とプライベートはきっちり分けるタイプなんです。昨夜店を出てからはプライベートタイムでいいですよね？　もちろん、今も――」

「そうね」

　和香が同意すると、太一が嬉しそうに顔をほころばせた。

「じゃあ、仕事以外の時は神谷チーフのこと〝和香さん〟って呼んでいいですか？　俺の事は太一って呼び捨てにしてください。それが今回お世話したお返しだと思って」

　悪戯っぽく笑う顔が、とても人懐っこい。思わず、つられて微笑んでしまえば、あとはもう頷くしかなかった。

「和香さん、クマが好きなんですか？　そのカップもクマ柄だし。俺、あんなに大きなクマのぬいぐるみを見るの、はじめてです」

　雑賀が〝クマちゃん〟を見て、そう訊ねてきた。

　今さら隠しても意味はないと諦め、和香は素直にそれを認める事にする。

「うん、好き。あのクマ、私が小さい頃にデパートで見かけて、欲しくて堪らなかったクマなの。でも、当時は結局買ってもらえなくて、ずっとそれが心残りだったのよね」

　和香は〝クマちゃん〟と再会した時の話をして、恥ずかしそうに肩をすくめた。

「どうしても持ち帰りたくて、タクシーを拾うまであれを持ったままウロウロして。笑っちゃうよね。いい大人が、あんなに大きなクマのぬいぐるみを抱えて街中を歩いたなんて」

「いえ、その気持ち、わかります。俺だって似たような経験ありますから。それで、あの子の名前は〝クマちゃん〟って事でいいんですよね？」

「そう。はじめて見た時に、そう思ったまんまの名前だけど」

「わかりやすい、いい名前ですね。大人になって巡り合えたって事は、よほどの縁があったんだと思いますよ」

「うん。私もそう思った」

　てっきり呆れられると思っていたのに、彼は共感してくれた上に名前まで褒めてくれた。

　和香は、にわかに嬉しくなり、それからも機嫌よくコーヒーを飲みながら、雑賀と雑談を交わした。

「ところで、和香さん。今、付き合っている男性とかいるんですか？」

「ううん、目下彼氏いない歴五年よ」

「そうですか」

「いい年をしてボッチ、って思った？　クマのぬいぐるみを抱いて寝ているようじゃ、彼氏いなくても無理ないな、とか」

　和香が半分冗談でそう言うと、雑賀は少々まごついたような顔をして首を横に振った。

「まさか。ただ、もし恋人がいるなら、悪い事をしたなと思って」

「気を使ってくれてありがとう。でも、今は仕事を優先させたいから、もうしばらくは恋愛は、お休みかな……せめて、首都圏エリアマネージャーになるまでは」

　和香は逃してしまったポストを思い、口元を引き締める。

「和香さん、狙ってたんですか？　首都圏エリアマネージャーのポスト」

「実はそうなの。私、ゆくゆくは本社で企画開発関連の仕事をしたいと思ってるのよ。そのためには、どうしてもそのポストが必要なの。……なんて、この話をしたの、社内では仲のいい同期だけだったのに」

　酔っぱらって、みっともない姿を見られてしまったせいだろうか。突出したイケメンである雑賀だが、話しやすい上になぜかとても親近感を覚える。

「必死になってるって思われるのもなんだから、一応、内緒にしておいてね」

「わかりました。目標があるのは、すごくいい事だし、向上心がある女性は素敵ですよ。俺も、いずれは本社に異動して、経営に携わりたいと思ってます。そういえば、和香さんって以前、本社主催の営業企画コンテストで社長賞を取ってますよね」

「よく知ってるね。確かに取ったけど、もう四年前だから、雑賀くんが入社する前の話なのに」

「営業先の人はもちろん、同じエリア内で仕事をする人については、ひととおりリサーチしたんです」

「へえ……さすが優秀な営業マンだね。見習わせてもらわなきゃ」

　和香が担当するエリア内には、社員とアルバイトを合わせて七十人近い店舗スタッフがいる。しかし、普段話すのは主に各店舗の店長で、ほかのスタッフとはあいさつ程度だ。

　ただでさえ、とっつきにくいと思われているのだから、自分から話しかけなければ永遠にスタッフとの距離が縮まらない。頭ではそうわかっていても、仕事に追われるうちに、ついつい行動に移さないままになっていた。

「じゃあ、そろそろ帰りますね。俺がいたんじゃ、和香さんも落ち着かないでしょうし」

　コーヒーを飲み干した太一が、大きく背伸びをする。

「昨日着てたスーツを持って帰るので、ビニール袋か何かをもらってもいいですか？」

「あ、いいの。ちゃんとクリーニングしてお返しする。それくらいさせて」

　姿勢を正してかしこまる和香に、雑賀は笑って答える。

「そうですか。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらいます。替えのスーツは何着かありますから、急がなくていいですよ。会社に持ってきてもらうのもなんだから、また後日取りに来させてください」

　雑賀が立ち上がり、和香もそれに倣った。

「ちょっと待って。その恰好で帰るつもり？　と言っても、父親の服はそれくらいしかないんだった……」

「平気ですよ。俺の家、ここからすぐですから」

「そうなの？」

「ええ、目と鼻の先です」

　この辺りは割と治安がよく、近所にはマンションやアパートがたくさんある。

　雑賀が素足に革靴を履き、うしろにいた和香を振り返った。

「これ、ちょっと良くないですか？」

　彼は、狭い玄関でできる限り大きく両腕を広げた。

「素足に革靴にワンサイズ小さめのスウェットの上下。どうです？　新しいファッションとして本社の企画部に提案してみませんか？」

　雑賀が、おどけたようなポーズを取る。

「ふふっ。アンバランスだし、キツキツだけど、結構似合ってるね」

「でしょう？」

　雑賀が得意げな顔をして、肩をそびやかす。

　きっと、彼なら何を着てもそれなりに着こなしてしまうだろう。

（ほんと、かっこいい身体してるな）

　和香は密かにそう思い、雑賀の全身に視線を走らせる。

　そして、これほど完璧な身体にしがみついて寝ていた事を思い出し、頬が火照るのを感じた。

「じゃあ、失礼します。お世話になりました」

　ぺこりと頭を下げると、雑賀がにっこりと微笑む。

「お世話になったのは私よ。本当にありがとう。もう二度と、あんなミスは犯さないって誓います」

　和香が手を上げて宣誓すると、雑賀がそこに掌を合わせてきた。

「もしまたウォッカが飲みたくなったら、俺を誘ってください。一度も二度も一緒だから、潰れても平気ですよ」

　雑賀が、いたずらっぽい顔でニッと笑い、和香は雑賀の掌に軽く拳を当てた。

「もうっ！　昨日の事は、誰にも内緒だからね？」

「わかってます。俺と和香さんの秘密って事にしましょう」

　拳を軽く握られると同時に、まっすぐな目で見つめられた。

　男性的で精悍な顔立ちをしているのに、笑うと少年のようなあどけなさが垣間見える。

　うっかりそれに惹き込まれそうになり、和香はあわてて自分の心にストップをかけた。

　仕事を頑張っている今、迂闊に恋をすべきではないし、彼ほどの男ならすでにそれ相応の彼女がいるに違いない。

　そもそも、「ソシュール」は社内恋愛ご法度だし、四つも年上である上に酔っぱらって醜態をさらした自分など、雑賀の恋愛対象になるはずもなかった。

　チョコレート色の瞳には心惹かれるけれど、自分には〝クマちゃん〟がいる。だから、ここはクールかつスマートに、目の前のスペシャルな〝クマちゃん〟は、スルーすべきであって――。

「あ。それとですね……。言わないでおこうと思ったんですけど、やっぱり正直に言っておきます」

　和香の拳を握る彼の手に、ほんの少し力がこもった。

「な、何？」

　和香の身長に合わせて膝を曲げた雑賀が、内緒話をするように声を潜めた。

「昨夜、和香さんが俺を〝クマちゃん〟と間違えた時、『おやすみ』って言って、俺にキスをしてくれたんです」

「ええっ？　キ、キス……って、ど、どこに？」

「唇です。でも、ほんのちょっとだけでしたよ。こう、下から抱きついて首にぶら下がってくる感じで。二回ほど、ちゅっちゅっと。そのあと、安心したような顔で眠っちゃいましたよ」

「やだ……私ったら、なんて事を……。本当にごめんなさい！　もう、お詫びのしようがないわ」

　和香は、深く頭を垂れて、絶望的な表情を浮かべる。すると、雑賀が空いているほうの手で和香の肩をそっと掴んできた。

「なんで謝るんです？　俺、すっごく嬉しかったですよ」

「えっ？」

　頭上から降ってくる穏やかな声に、おそるおそる顔を上げた。

「俺、昨夜告白しましたよね？　和香さんは、俺の初恋の人だって。それは覚えているでしょ？」

「だ、だって、あれはもう十年近くも前の、あなたが高校生の時の話だよね？」

「それはそうですけど、その気持ちはずっと心の中にありましたよ。昨日初めて生身の和香さんに会って話して、やっぱり好きだなって思いました。だから、改めて言います。俺、和香さんが好きです」

　肩に置かれていた雑賀の手が、和香の背中に回った。

　ふいに唇を重ねられ、軽く吸われる。

　いきなりの事に全身が硬直し、完全に思考が停止した。

　キスが終わり、身体をギュッと抱きすくめられる。

「すみません。これでおあいこだと思って許してください」

　握ったままだった拳が、いつしか開いていた。

　和香が無意識に頷くと、雑賀がホッと安堵のため息を吐く。

「俺、ラグビーのポジションはスタンドオフでした。言葉は悪いですが、俺が持っている技術をフルに活用して、ぜったいに和香さんをものにして見せます。俺、本気ですから。じゃあ、今日はこれで失礼します」

　和香を抱き寄せていた腕を解くと、雑賀が和香に向かってぺこりと頭を下げた。

　一瞬だけ目が合ったあと、雑賀がドアの向こうに消えていった。

（い……今の、何？）

　つい今しがたキスをした唇が、熱く火照りだす。

　和香は、ただ呆然としてその場に立ち尽くし、唇に残るキスの感触に心を乱すばかりだった。
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　和香の自宅を出て、まっすぐに帰宅した太一は、急いで着ているものを脱いでバスルームに直行した。そうでもしなければ、昨夜から不完全燃焼を起こしている欲望の種火を消す事ができなかったからだ。

　かなりぬるめのシャワーを浴び、どうにか心身ともに落ち着くと、太一はバスルームを出て七帖のリビングに向かった。

　そして、ベッドの上に腰かけて、冷蔵庫から取り出したペットボトルのミネラルウォーターを一気飲みする。

　引っ越してきたばかりのここは、家賃八万五千円台の１ＤＫで、以前住んでいたところよりも若干狭い。

　部屋には必要最低限のものしか置いていないし、大きな家具といえばパソコンとベッドぐらいのものだ。

　太一が今のような生活を始めたのは、大学を卒業して「ソシュール」に入社してからであり、それまでは留学先であるアメリカの大学寮に住んでいた。卒業に必要な単位を早めに取得したのちは、一度帰国して就職活動に勤しんだ。

『親の会社なんだから、別に入社試験を受ける必要ないだろう』

　祖父や父親には、そう言われた。

　公にはしていないが、太一は「ソシュール」創業者一族の生まれであり、同社の現社長は自身の父親だ。

　しかし、社会人になり将来的に同社の社長になるべく努力を重ねてきた太一にとって、親の威光を借りての入社など、まっぴらごめんだった。

　入社するにしても、自力である程度の役職に就くまでは身分を明かさずにいると決めていたし、実際にそうしている。自分が誰であるか社内外に明かすのは、誰からも文句を言われないほどの実績を上げてからでも遅くはない。

　何事も、じっくりと計画を立ててから行動に移すべきだし、急いては事を仕損じるというのは真理だと思う。

　恋愛においても、しかり。

　ぜったいに成功させたいと思うなら、それなりの準備期間と計画性が必要になる。

　今月から西東京エリアの営業を担当することになった太一は、昨夜、予定していたとおり神谷和香とはじめて顔を合わせた。

　初恋の女性が、まさか同じ会社に勤務していたとは……！

　それを知った時の衝撃たるや、今思い出しても身体が震えてくるくらいだ。

（あの時は、本当に驚いたな）

　今からちょうど一年前の事――。

　太一は、その日配布された社内報で、彼女が西東京エリアのマネージャーとして写真掲載されているのを見た。

　思いがけない事実を知り、心の奥にしまわれていた想いが一気に再燃した。　

　彼女がいる西東京エリアは、全店舗の中でも売り上げの要となる店が多く、首都圏への異動は入社時から視野に入れていた。

　その計画を一年繰り上げて実行に移したのは、一日でも早く神谷和香との出会いを果たすためだ。

　太一は誰もが驚くほどの業績を上げ、希望どおり彼女が担当する西東京エリアへの栄転を実現させた。

（一年待った……。すべて計画通りとはいえ、さすがに長かったな――）

　今日という日を、どれほど心待ちにしていたことだろう。

　はじめて面と向かって話す彼女は、思っていた以上に可愛らしい女性だった。

　話すほどに気持ちが高まり、過去からはじまる彼女との縁を話したあと、自分の想いを告げて彼女を思いきり驚かせてしまった。

　その後の展開はまったくの予想外だったが、今となってはこれでよかったのではないかと思う。

　飲み干したペットボトルを部屋の隅にあるダストボックスの中に放り込むと、太一はダブルサイズのベッドの上に仰向けになって倒れ込んだ。

　そして、ついさっきまで一緒だった神谷和香の顔を思い浮かべる。

（いきなりキスは、やりすぎだったかな？）

　本来の計画では、もう少し時間をかけて彼女にアプローチをするつもりだった。

　しかし、いつ何時、横槍を入れられるかわからないし、時に慎重さよりもスピードを優先させたほうがいい時だってある。

　彼女が言うように、確かに恋をしたのは、もうずいぶん前の話だ。

　しかし、実際に会ってみて話をし、思いがけず夜をともにするうちに、過去の想いが完全に再燃した。

　これまでに、何人かの女性と付き合ってきたが、彼女ほど惹かれる女性ははじめてだ。

　しっかりしているようで、とんでもなく危うくて、クールに見えて、びっくりするほど可愛らしい素顔を持ち合わせている。

　きちんと将来の目標を持っているところも好ましいし、負けず嫌いな性格も好みだ。

　何が何でも神谷和香を我が物にしたいと思うし、特定の男性がいないとわかった今、すぐに行動に移すべきだ。

　太一は心にそう決めると、頭の中で次にどう行動すべきか、考えを巡らせるのだった。







第二章　一途過ぎるアプローチ








　雑賀に告白されてから十日後の月曜日。

　朝から「ソシュール」本社で行われた役員会議で、西東京エリアに新しく店舗を増やす事が正式に決まった。場所は表参道駅近くの大通り沿いで、店舗名は「ソシュール　表参道店」。オープンは約三カ月後の七月第二日曜日だ。

　会議が終わってすぐにその件を知らされた和香は、新店舗の店長になるにふさわしい人材を一人挙げるようにと言われた。

　真っ先に頭の中に思い浮かんだのは、和香が目黒店長だった時にスタッフとして一緒に働いてくれていた立たち花ばな雛ひな子こだ。

　彼女は見た目の柔らかな雰囲気とは違い、芯の強い熱意ある社員だった。性格や接客態度も申し分なく、常に一歩先を行く仕事ぶりを以前から高く評価していたのだ。

（一応、本人の意思を聞いてみないと）

　本社を出て、雛子がいる目黒店に向かうべく駅に急いだ。すると、横断歩道を渡ってすぐに、背後から軽やかな足音と和香を呼び止める声が聞こえてきた。

「神谷チーフ！」

　振り返ると、濃紺のジャケットにドット柄のネクタイを締めた雑賀が、こちらに向かって走ってくるところだった。

「雑賀くん」

　すぐに追いついてきた彼を見るうちに、先々週の土曜日にあった出来事を、つい思い出してしまった。

（今は仕事中！　落ち着いて、和香！）

　あわててそれを頭の隅に追いやり、とっさに作り笑顔を浮かべる。

　彼は仕事とプライベートはきっちり分けるタイプだと言っていたし、自分だってそうだ。

「神谷チーフ、これからどちらに行かれるんですか？」　

「私は目黒店に用があって」

「そうですか。じゃあ駅まで一緒に行きましょう」

　雑賀とは、あれ以来二度顔を合わせたが、いつも周りに誰かいたし、話すのは当然仕事の話題のみだ。

　彼と並んで歩きながら、和香は極力当たり障りのない話に時間を費やした。

「七月の新店舗オープンに向けて、一段と忙しくなりそうですね。僕、体力と愛想のよさだけは自信がありますから、何かあったら気軽に言いつけてください」

　雑賀が、歩きながらそう請け負ってくれた。

「ありがとう。雑賀くん、前の担当地区でナンバーワンの実績上げてたんでしょう？　こっちでも頑張ってね。期待してる」

「任せてください」

　完全に仕事モードでいる雑賀を見て、和香は密かに胸を撫でおろした。そうでなければ、恥ずかしすぎて、まともに顔を見られなかっただろう。

「目黒店といえば、店長は立花雛子さんですよね。彼女、俺と同期なんですよ」

「そうなの？　立花さんは、以前私が目黒店の店長をしていた時、スタッフとして一緒に働いてくれていたのよ」

　立花は美人で人柄もよく、誰からも親しまれるタイプだ。

　女の和香が見ても可愛らしいと思うし、それでいて店舗のスタッフを率いるガッツと手腕を併せ持っている。

「そうなんですか。あいつ……いえ、立花さんも相当な頑張り屋ですよね。店舗に配属になった同期の中で、真っ先に店長になったのが彼女です」

「そういう雑賀くんだってすごいじゃない。入社三年目にして西東京エリアの担当になるなんて、営業手腕を認められているからこそだもの」

「ありがとうございます」

　和香の言葉に、雑賀は心底嬉しそうな表情を浮かべた。またしても少年のような笑顔を見せられ、和香は胸がときめくのを抑えきれなかった。

「雑賀くんって、営業に向いているんだと思う。いかにも信頼できそうだし、真っすぐで嘘がないって感じだもの」

「〝常に正直で、真っ直ぐに生きろ〟──僕の祖父が、昔から言い聞かせてくれた言葉です。僕もそれには共感しているし、それが僕自身のモットーでもあるんです」

「そっか。いかにも雑賀くんらしいね」

「でも、たまにそれで失敗する事もあります。取引先で、あまりにも正直に言い過ぎて、心証を悪くしたりして。プライベートでも、よく友達に『もっとオブラートに包んだ言い方をしろ』って言われたり、それが原因で、たまに喧嘩になったりすることもあるんです」

「そうなの？　そうは見えないけど」

「本当に仲のいい友達限定だし、喧嘩といってもちょっとした口喧嘩程度ですよ。親しいぶん、言いたい事を言って怒られる、って感じです。何事にも、加減って必要ですよね」

「わかる。その加減が難しいのよね。私は、逆に言いたい事を言えなさ過ぎて、墓穴を掘っちゃうタイプだけど」

　二人の歩く歩幅はだいぶ違っており、雑賀は歩く速度を緩めて和香に歩調を合わせてくれている。

「僕と神谷チーフ、足して二で割ったら、ちょうどいいかもしれませんね」

「そうかも」

　歩き続け、あと少しで駅に着くところまで来た。

　和香は、さっきから聞きたくてウズウズしていた質問を、思い切って雑賀に投げかけてみる。

「雑賀くんって、立花さんとは親しいの？」

「いえ、特に親しいってほどでもないんですけど、新人研修の時たまたま同じグループだったんです。結構面白いやつらばかり集まったグループだったし、その時の仲間とは今でもたまに連絡を取り合ってますね」

「へえ、そうなんだ」

「立花さんとは、僕がこっちに来てから、一度グループの飲み会で会いましたよ。この辺にいる同期は、よく集まっているみたいですね」

「そっか。いいわね」

「神谷チーフは、同期の飲み会とかないんですか？」

「うーん、前はあったけど、入社七年目ともなると、ね」

　かつて同じ関東圏にいた同期も、今はあちこちの支社に転属になったり退職をしたりして、ずいぶん数が減った。いまだに定期的に会うのは、本社総務部にいる同性の主任くらいだ。

「エリアマネージャーともなるといろいろと大変ですよね。俺が以前いたエリアのマネージャーもストレス性の胃腸炎を発症して、相当苦労してましたよ。だから本当に、僕にできる事があればなんでも言ってください」

　駅に着き、一列になって改札を通り抜ける。

「じゃ、僕はこっちですから」

　太一が、和香の行くホームとは反対側の方向を指差す。

「うん、じゃあまた」

　頷いて背を向け、右側のエスカレーターを目指して歩き出した。

　和香がホームに降りると、二つ先にあるホームに雑賀がいる。身長が高くスタイルがいい彼は、立っているだけで、かなり目立つ。

　いっそ、自社の専属モデルとしてカタログやコマーシャルに登場させたいくらいだ。

　いつか本社に行く夢が叶ったら、そんな提案をしてみるのも面白いかもしれない。

　和香がそんな事を思っているうちに、雑賀のいるホームに電車が到着した。

　屈む様にして電車に乗り込む彼が、窓際に来て、一瞬こちらを見たような気がした。

「あ」

　和香は、咄嗟に雑賀に向かって手を上げようとした。

　しかし、ちょうどその時、和香が乗る電車がホームに入って来て、彼の姿はあっけなく視界から消えてしまったのだった。

　

　

　五月のゴールデンウィークは、セールも開催されていた事もあり、どの店も大盛況だった。

　和香もエリアマネージャーとして、日々あちこちの店舗を飛び回り、時にスタッフとともに接客をしたり品出しを手伝ったりしていた。

　幸いエリア内の店舗はすべて売り上げ目標をクリアし、和香も一安心といったところだ。

　休みが明けた次の日、和香は仕事を終えてマンションでのんびりと寛いでいた。

　食事も済ませたし、風呂も入った。

　あとは寝るだけと思っていると、突然スマートフォンに雑賀から連絡が入り、今から預けたままのスーツを取りに行ってもいいかと訊ねられた。

　これまでも何度か都合を合わせて会おうとしたのだが、それぞれに忙しくて時間が合わず、あっという間にひと月以上経ってしまっている。

　時刻は午後九時十分前。

　少々遅い時間だが、これを逃すと、今度はいつ返せるかわからない。

「いいわよ。いまどこにいるの？」

　聞けば、もう仕事を終えて、電車でこちらに向かっているらしい。

　和香は電話を切るなり、大急ぎでメイクに取り掛かった。それが済むと、部屋をざっと片付けて、クローゼットのドアを開ける。

　さて、何を着る？　

　あれこれと迷い、悩んだ末に選び出したのは、白のシェルボタンつきブラウスとキャメル色のギャザースカートだ。これなら、普段から着慣れているし、気合が入り過ぎてると思われたりしないだろう。

「わっ、もう時間が！」

　髪の毛を整え、お茶の用意でもしておこうとした時、間が悪い事に母親から電話がかかってきた。

「もしもし。お母さん、私、今ちょっと急いでるんだけど」

『あら、お母さんだって急いでるわよ。あのね、今度山形のおじさんのところで法事があるんだけど――』

　母親の話は、法事の話からはじまり、親戚の近況報告に変わった。

　どう考えても緊急ではない内容を聞きつつ、和香はうろうろと部屋の中を歩き回る。

「ごめん、ほんと急いでるの。これから、ここに人が来るのよ」

『それならそうと、早く言いなさいよ。で、誰？　彼氏？　もう二十九歳なんだから、そろそろいいパートナーを見つけて結婚しないと――』

「その話は、また今度！　じゃあね」

　母親の話を遮ると、和香は無理矢理通話を終わらせた。

　スマートフォンを持ったままキッチンに向かう途中で、ついさっき床に置きっぱなしにしたハンガーの束につま先を引っかけてしまった。

「わっ！」

　転ぶ寸前に咄嗟に手をつき、どうにか顔を床に打ち付けるのだけは免れた。

　しかし、運悪く握っていたスマートフォンのストラップの角で、左手の人差し指を少しだけ切ってしまった。

「もう、こんな時に！」

　どうしてこんな時に限って、おっちょこちょいが出てしまうのか。

　思わず悪態をつきそうになった時、玄関チャイムが鳴り、インターフォンのモニターに雑賀の顔が映し出される。

　和香は、そのまま玄関に向かい鍵を開けた。

「いらっしゃい」

「こんばんは。遅くにすみません」

　雑賀が言い、ドアの中に入ってくる。

「あれ？　一度家に帰って着替えて来たの？」

　雑賀が着ているのは、スーツではなく無地のホワイトカットソーに穿き慣れた様子のブルージーンズだ。

「はい。ここに来る前に、一度自宅に帰ったので――。あれ？　和香さん、指、血が出てるじゃないですか」

　靴を脱いだ彼をリビングにとおすと、雑賀が目ざとく和香の指先の切り傷を指摘してきた。

「うん、ちょっとね。ついさっき、スマホのストラップで切ったみたいで」

　簡単に事情を説明しているうちに、傷口から薄っすらと血が滲んできた。ちょっと切っただけだと思っていたが、触るとチクリとした痛みが走る。

「とりあえず圧迫して止血です。滅菌ガーゼとかありますか？」

「えっと、確かここに――」

　和香がベッドサイドの棚から薬箱を取り出すと、彼はすぐに蓋を開け、取り出した清潔なガーゼで傷口を押さえてくれた。

「痛いですか？」

「ううん、もう痛くない」

「よかった。和香さんって、やっぱり少しおっちょこちょいなんですね。会社では、ぜんぜんそう見えないのに」

　傷の様子を見ようとする彼の顔が、和香の目の前に近づいてきた。

　きりりとした眉に綺麗に整った鼻筋。肌も綺麗だし、どこをとっても清潔感に溢れているといった感じだ。

「あぁ、もう血は止まりましたね。でも、もう少しこのまま様子を見たほうがいいかもしれないです」

「ありがとう。傷の手当て、慣れてるんだね」

「これもラグビー部にいたおかげですね。怪我なんてしょっちゅうだったので」

　ラグビーの話が出たのをきっかけに、先日彼に言われた事を思い出した。

『俺、ラグビーのポジションはスタンドオフでした』

『俺が持っている技術をフルに活用して、ぜったいに和香さんをものにして見せます』

　和香はラグビーに関する知識をまったく持っておらず、あれからすぐに「スタンドオフ」というポジションについて調べた。

　それは、チームの攻撃を指揮する司令塔ともいえるポジションで、どうすれば試合を有利に運ぶ事ができるかを考え、相手チームの特性などを考慮した上で戦略を立てる役割を負う。尚且つ、パスやキックの技術はもちろん、俊敏性や戦術眼を持ち合わせ、チームを率いる統率力も必要であるらしい。

　つまり、雑賀は攻撃力抜群の戦略家という事だ。そんな彼に攻められたら、ほとんどの女性は、あっけなく陥落してしまうのではないだろうか。

　しかし、いくら過去に恋心を抱いていたとはいえ、実際に会ったのは、ほんのひと月ちょっと前だ。お互いに、まだよく知り合ってもいないし、いったいなぜ、そこまで想ってくれるのだろうか。

　もしかして、前日の酔いが残っていたのかもしれないし、数日遅れのエイプリルフールだったのでは……。いろいろ考えてみたが、結局本人に聞いてみなければわからないという結論に達した。

　けれど、こうしてまた二人きりになってみると、どう切り出せばいいのかわからない。

「もういいかな。絆創膏を貼りましょうか」

　雑賀が注意深くガーゼを取り除き、傷口に絆創膏を貼ってくれた。

「どうもありがとう」

　和香は再度彼に礼を言い、恐る恐る視線を合わせた。

「どういたしまして。それにしても、会社で見る和香さんと、プライベートの和香さんでは、かなりギャップがあるんですね。いったい、どっちが本来の和香さんなんですか？」

　彼は、絆創膏を貼ったあとも、和香の手を離そうとしない。だんだんと胸の高鳴りが激しくなり、耳朶の端がじんわりと熱くなる。

「どうかな。少なくとも、仕事中は今みたいなヘマをしないように、気をつけてる。その分、プライベートでは気を抜きまくってる感じかな」

　和香は、何気なく雑賀の手から絆創膏を貼った指先を抜き去った。そして、自分の目の前にそれを掲げ、また話し始める。

「私ね、スタッフから店長になる時、仕事上ではぜったいにおっちょこちょいはやらないって決めたの。忙しいシーンでも、常に慎重を心がけて、これまでのところは、どうにかおっちょこちょいの封印に成功してるんだよね」

「なるほど、そうだったんですか。じゃあ、会社での和香さんは、常に気を張ってる状態なんですね。それって、辛くないですか？」

　雑賀に指摘され、和香は一瞬言葉に詰まった。そして、ゆっくりと首を縦に振り、小さな声で「辛い」と呟く。

「私が会社ではクールでとっつきにくいイメージを持たれちゃってるの、知ってるでしょう？　本当はそうじゃないのに、会社では、いつの間にかそっちの方が本当の自分みたいになってしまって……。たまに、無理してる自分が窮屈で仕方なくなるし、店舗のスタッフとも距離ができて、それをどう埋めたらいいのかわからなくなってる」

「無理をするのが習慣になって、今さら引っ込みがつかなくなった、って感じですか」

「そう。会社での私は、ただの張りぼてなのにね。そんな自分に、ほとほと嫌気がさす時もあったりして」

　和香は大きくため息を吐き、絆創膏を貼った指を掌で包み込んだ。

「そうなんですね。だけど、俺はどっちの和香さんも好きだな。張りぼてのあなたも、おっちょこちょいのあなたも、全部ひっくるめて素敵だと思いますよ」

「張りぼての、私も？　かっこつけてるだけで中身が伴ってないのに？」

「張りぼてでも、それは和香さんが努力して作り上げた、ひとつの〝自分〟じゃないですか。かっこつけてるだけじゃなくて、もともとは担当地区のスタッフに迷惑をかけたくないがために、そうしはじめたんでしょう？　俺、どっちの和香さんも好きだし、かっこいいと思います」

「えっ……」

　じっと見つめられ、今度は絆創膏がついていないほうの手を右掌に包み込まれる。

「和香さんは、きっと向上心の塊なんですよ。それに、真面目過ぎるほど真面目なんですよね。おじさんも、以前そう言ってました」

　雑賀の左手が、和香の髪の毛に触れた。そして、そこを緩く撫で始める。

「一度、おっちょこちょいな自分を隠すのをやめてみたらどうですか？　かっこつけるのに疲れたなら、スタッフを頼ってみたらどうでしょう。教えてもらうつもりで話を聞くと、案外向こうから話してくれたりするもんですよ」

　雑賀が、にっこりと笑い、ふいに和香の額に音を立ててキスをした。

「ちょっ……さ、雑賀くんっ――」

「少し肩の力を抜いてみてください。和香さんなら、大丈夫です」

　きっぱりとそう言われ、和香は顔を赤くしながら彼の目を見つめた。

「だ、大丈夫って……何がどう大丈夫なの？」

「いろいろと、ぜんぶですよ」

「ずいぶん、ざっくりした〝大丈夫〟ね。……でも、『スタンドオフ』の雑賀くんが言うんだもの。きっと、大丈夫なのよね？」

　和香が言うと、雑賀が白い歯を見せて笑った。

「和香さん、ラグビーに詳しいですね」

「ううん、詳しいんじゃなくて、調べたの。だって、この間、雑賀くんが自分のポジションは『スタンドオフ』だったって言ってたから」

「ああ、それでわざわざ……。だったら、俺がこの間言った言葉の意味、十分に理解してくれたって事ですよね。それなら、話が早い」

　そう言うなり、雑賀が目の前まで顔を近づけてきた。

「俺、今日は和香さんを落とす気でここに来ました。ところで、和香さんって、本当はすごく甘えん坊なんですよね？　おじさんからそう聞いてましたし、〝クマちゃん〟への接し方を見ていて、そうなんだと確信しました」

　彼の言葉に、和香の心臓がドキリと跳ねた。

「うちの父ったら、そんなことまで……」

「でも、大人になると、なかなかそうもできませんよね。俺といる時だけは、好きなように甘えてください」

「そ、そんな事、急に言われても……」

　確かに、自分は本当のところ、人に甘えたいタイプなのだと思う。

　しかし、これまでそんな自分を人前で出した事はないし、大人びた顔立ちをしていたせいか、子供の頃からしっかり者だと思われがちだった。

　学校でも自然と甘えられたり頼られたりする事が多くなり、大人になった頃には、いつの間にか甘え方がわからなくなってしまっていたのだ。

　和香がそう言うと、雑賀は頷きつつニコニコと微笑みを浮かべた。

「大丈夫ですよ。だって、和香さん、俺を〝クマちゃん〟と間違えている時、さんざん甘えてくれましたから。頬ずりをしたり、抱きついたり。あの時の和香さん、すごく可愛かったな」

　雑賀が、ほんの少しからかうような目つきで和香を見る。

「えっ？　う……嘘っ！　そんな記憶ないし！」

「嘘じゃありません。あの時、和香さんは俺にキスをしながら、しがみついて腰のあたりに脚を絡めたり、首に顔を擦りつけてきたりしてましたよ。好きな女性に、そんな事をされたら、男がどうなるか、わかりますよね？」

　一度跳ねただけだと思っていた心臓が、ドキドキと早鐘を打ち始める。

「そ、それに関しては、本当にごめんなさい」

「別に、謝ってほしい訳じゃありませんよ。ただ、正直なところ、俺の事、どう思ってくれているのかな、と。少しは男として意識してくれてますか？」

　雑賀にじりじりと詰め寄られ、和香はベッドの縁を背に、逃げ場を失ってしまう。

「なっ……何を言ってるの？　うちの会社、社内恋愛は事実上禁止だし、私は雑賀くんより四つも年上なんだよ？」

「そんなの、何の問題もありませんよ。社内恋愛禁止なんて会社規約のどこにも書いてないし、悪しき慣例は撤廃すればいいだけの話です」

　雑賀は、そう言い切ると、さらに和香との距離を縮めてくる。

「和香さん、答えてください。仕事仲間としてではなく、一人の男として、俺の事、どう思いますか？」

「ど、どうって……私達、まだ会って少ししか経ってないのに、いきなりそんな事を言われても……」

「それはそうですけど。じゃあ三択にしましょうか。和香さんは、今後俺と――『一、とりあえず、付き合ってみる』『二、もう一度キスをしてから恋人関係になる』『三、このまま俺に口説き落とされてみる』さあ、どれにします？」

　和香の目の前に、雑賀が三本指を立てた。一瞬、そのうちのどれかを選びそうになったが、ハタと気がついて雑賀を睨みつける。

「何それ！　ぜんぶ結果は同じじゃないの！」

「ダメですか？　この間、キスしても怒らなかったから、少しは俺の事を好きでいてくれると思ってましたけど、俺の勘違いでした？　ほら、今だって目がキラキラして瞳孔が開いてますよ」

「ほ、ほんとに？」

　あわてて瞬きをすると、雑賀がおかしそうに笑い声を漏らした。

「や……ひどいっ、嘘ついたのね？」

「本当ですよ。俺は戦略家だけど、嘘だけはつきません。特に、好きな女性には、正々堂々とした攻め方しかしたくありません。……で、どれにします？　俺のおすすめは、二か三です。どっちに決めますか？」

　さらに距離を縮められ、和香はベッドの側面に背中を押し付ける格好になる。

「そ、そんなの決められないわよ！　だいたい、なんでそこまで私にこだわるの？　きっと、一時の気の迷いだと思うし、もうちょっとすれば、どうかしてたって思うに決まってる――きゃあっ！」

　雑賀が急に和香を横抱きにして腕に抱え上げた。ふわりと身体が持ち上がり、ベッドの上に腰かけた彼の膝の上に着地する。

「ちょっ……何をする――んっ……ん……」

　柔らかに唇を塞がれ、支えられた背中が弓のようにしなる。

　身体に溶け込んでくるような優しいキスに、自然と目蓋が閉じてしまう。全身から力が抜け、胸元がじんわりと火照り始めた。

　甘やかなリップ音が聞こえてくるたびに、息が荒くなり、かろうじて残っている理性が吹き飛びそうになる。

「和香さん」

　呼びかけられ、和香は薄っすらと目を開けて雑賀を見た。深みのあるチョコレート色の瞳に見つめられ、身体全体が痺れてくる。

「和香さん、好きです。俺が和香さんにこだわるのは、単純にあなたが好きだからです。もちろん、一時の気の迷いじゃありませんし、後々どうかしてたなんて思いません。ちょっと強引すぎるとは思いますが、これも考えた末の行動なので」

　喘ぐ唇に雑賀の舌が入り込んできた。舌先で口の中を弄られ、脚の間が瞬時に熱を持ち始める。

「んっ……ん……」

　抱き寄せられる腕の中で、和香は僅かに身を捩ってもがいた。すると、その拍子にバランスが崩れ、雑賀ともどもベッドの上に横倒しになる。

「逃げちゃダメです。せっかく、こうして二人きりでいるんですから。もちろん、無理強いはしませんけど」

　囁くようにそう言われて、ますます抵抗する気力がなくなっていく。

　雑賀の視線が、和香の胸元に移った。服の上からそこをじっと見つめられ、自然と胸の先が硬くなりはじめる。

　触られているわけでもないのに、こんな風に反応を示すなんて……。

　今すぐにでも、彼を押しのけて帰ってくれと言うべきだ。そうとわかっているのに、自分の中の本能が、それを押し留めてくる。

　キスをされるたびに、彼の無精ひげが和香の肌をかすめた。それが、徐々に首筋の方へと下がっていき、喉元にあるくぼみをくすぐってくる。

「ぁっ……」

　思わず出た声が、我ながらエロティックすぎた。

　和香は恥じ入って何かしら弁解しようとしたが、いったい何をどう言えばいいかわからないまま、また声が漏れてしまう。

　雑賀の唇が、ブラウスの首元に触れた。もはや心臓はバクバクだし、身体のあちこちがそれから先を期待して疼いている。

（和香、しっかりして！　自分が何をしているかわかってるの？）

　心の中で自分を叱咤していると、雑賀の指先が和香のブラウスのボタンにかかった。

「ボタン、一段ずれてますよ」

「えっ？」

　急いで首元を見ると、確かにずれている。あわてて着替えたせいで、それに気づかなかったみたいだ。

　今のタイミングで、またしても自分のおっちょこちょいぶりが露呈してしまった。

「直しますか？」

「……うん」　

　和香が頷くと、雑賀が上から順番にボタンを外し始める。

「俺以外の男には、こんな事をさせちゃダメですよ。わかりましたか？」

　そう言うなり再びキスで唇を塞がれ、舌を絡めとられる。

　背筋にぞくぞくするような快感が走り、上体が浮き上がった。ブラウスの前がはだけ、襟が背中までずり下がる。

「それから、俺以外の男の前で酔って眠りこけるのもダメです。当然、俺以外の男とキスしたり、セックスするのもダメです。もし、したくなったら、俺としてください。いいですね？」

　瞳を覗き込まれ、和香はいつの間にか「うん」と言って頷いていた。

「約束ですよ」

　雑賀が、今一度唇に長いキスを落としてきた。

　ひどく理不尽な事を言われているのは、わかっている。それなのに、なぜか雑賀の言葉を撥ねつける気持ちが起こらない。それどころか、彼の言いなりになって、好き放題されたいという気持ちになってしまっている。

　雑賀のキスが、唇から和香の胸元に移った。そこを軽く吸われて、続けざまに声が漏れる。もはや、誤魔化しようがないほど性欲が高まっているし、雑賀への気持ちも抑えきれないほど強くなっていた。

「和香さん……抱いていいですか？」

　思いつめたような顔でそう訊ねられ、図らずも胸がキュンとなった。

　年下の雑賀に言わせてばかりではいけないような気がして、和香は頷いたあと彼の背中に腕を回した。

「私も、そうしてほしいって思ってた」

　和香がそう言うなり、雑賀の顔が嬉しそうにほころんだ。

「じゃあ、〝クマちゃん〟には悪いけど、場所を空けてもらいましょう」

　雑賀が〝クマちゃん〟をベッドから下ろした。

　唇が重なると同時に背中のホックが外れ、あらわになった乳房を大きな掌に包み込まれる。互いの唇を貪るようなキスをし、競うように着ているものをベッドの外に落としていく。

「待って。確か、ここに――」

　和香はベッド近くにある棚に手を伸ばした。そこには、四年前に買った避妊具が入れっぱなしになっているはずだ。

　しかし、和香が避妊具の小箱を取り出すと同時に、雑賀がそれを持った手をベッドの上に押さえつけてきた。

「避妊具なら、俺が持ってます。さっき言ったように、今日は和香さんを落とすつもりでここに来たので。だから、これは没収します」

　雑賀の眉間に、薄っすらと縦皺が浮かんだ。彼は口を一文字に結び、避妊具の小箱を脱ぎ捨てた自分の洋服の上に放り投げた。その顔は、まるで機嫌を損ねた小さな男の子みたいだ。

（え……まさか、やきもちを焼いているの？）

　和香がそう思っていると、雑賀が黒色の避妊具の小袋を取り出した。そして、おもむろに上体を起こすと、和香の目の前で勃起した自分のものにそれを装着する。

　男性の裸体なら、もう何度も目にしてきた。けれど、これほど逞しく見事な身体を見るのははじめてだ。その上、これ見よがしに勃起した屹立は、思わず見惚れてしまうほど完璧なフォルムをしている。

　和香は我知らず瞳を潤ませて、雑賀の裸体に見入り、呆けたように口を半開きにした。

　その唇にキスをされ、左乳房を掌に包み込まれる。たったそれだけで吐息が漏れ、全身の肌が熱く粟立つ。

　口の中を舌で甘く蹂躙され、その間に閉じた膝を割られた。彼の指が和香の濡れた花房の中に入り、そこをゆるゆると撫でさすり始める。

　溢れていた蜜がぐちゅぐちゅと音を立て、花芽が硬く尖った。

　キスが唇から胸の先に移り、蜜窟の入り口を丁寧に指でほぐしてもらう。唇から切なげな声が漏れ、つま先がシーツを掻く。

　胸の先に吸いつかれ、乳暈を思う存分舐め回された。

　和香は我もなく声を上げ、脚を雑賀の腰に絡みつかせる。蜜窟を愛撫する指の数が増え、伝い落ちる蜜が後孔を濡らした。

　雑賀が和香の太ももを腕に抱え込んだ。そのまま強く引き寄せられ、彼の膝立てた脚の上に腰を載せた姿勢になる。

　上向きになった花房が彼の目の前に晒され、蜜にまみれた彼の指が淫らに動くのを目の当たりにした。

「あ……あんっ！　ああ……」

　指の腹で花芽を撫でられ、思わず啼き声を上げる。無意識に唇を噛み、片手で自身の乳房を揉みしだいた。

　互いに、もう限界まで性欲が高まっているのがわかる。

　雑賀が蜜窟の中から指を抜き去り、前かがみになって屹立の先を花房に添わせた。硬く括れた切っ先が花芽の上を滑り、秘裂を繰り返し撫でさする。

「びしょ濡れですね」

「そ、そんな事、言わないで」

　和香が唇を尖らせて抗議すると、雑賀が眉尻を下げて微笑みを浮かべる。

「だって、和香さんが、こんなに感じてくれているのが嬉しくって……。どこもかしこも愛おしくて仕方ないです」

「あっ、あ……ああああんっ！」

　和香が見守る中、雑賀の屹立が蜜窟の中に浅く沈んだ。

　硬く閉じていた隘路が、彼のもので押し開かれていくのがわかる。

　恥骨の上が盛り上がり、それがだんだんと臍のほうに移動していく。和香は無意識にそこに手を伸ばし、自分の奥に入っていく雑賀を掌で感じ取った。

「あんっ……あ……ああ……っ！」

　切っ先が最奥に達し、蜜窟の中を彼のものでいっぱいにされた。

　屹立を咥え込んだ中が、喜びに震えるのがわかる。

　唇が重なり、身体を彼の腕の中に包み込まれた。抱きしめられ、和香は恍惚となりながら雑賀と舌を絡め合わせた。

「んっ……ん……」

　蜜窟の中はもとより、口の中まで彼に甘く蹂躙され、身も心も彼で満たされた気分になる。

　和香は雑賀の背中に腕を回し、踵を上げて彼の腰の上で交差させた。挿入が深くなり、切っ先がより深い部分に達した。

　まだ腰を動かされてもいないのに、どうしてこんなにも気持ちがいいのだろう？

　和香は大きく胸を上下させ、荒い息を繰り返した。そうしている間に、蜜窟の中が微かに痙攣して、屹立をきつく締め付け始める。

　だんだんと高まってくる愉悦が、和香の全身の肌にさざ波を起こした。身体の震えが止まらなくなり、内奥にある蕾が花開くような感覚に陥る。

「雑賀くんっ……。どうしよう……すごく、気持ちいいの……」

　和香は思わずそう呟いて、いっそう強く雑賀の身体にしがみついた。

「和香さんっ」

　雑賀の手が和香の腰を掴み、自分のほうにぐっと引き寄せてきた。小さく声を上げたきり呼吸が途切れ、身体の奥が不随意に痙攣する。

　下腹に強い衝撃が走ると同時に、一気に快楽の波に呑み込まれた。

　和香は雑賀の腕の中で昇りつめ、がっくりと脱力する。

　いつの間にか閉じていた目蓋を上げて、ゆっくりと瞬きをすると、額にキスをされた。

「ひと足先にイッちゃいましたね」

　雑賀がにっこりと微笑み、唇を合わせてくる。

「ご、ごめんなさい。私、自分でもどうしたのかって思うくらい……その……あんっ！」

　言葉の途中、和香の中で屹立が容量を増した。中から押し広げられる感触に酔い、和香は再び愉悦の縁に追い込まれる。

「謝る必要なんかないし、挿入しただけでイくなんて可愛すぎます」

　脚を絡ませている彼の腰が、ゆっくりと動き始めた。すぐに速度が速くなり、抱きしめられたまま内奥を繰り返し突かれる。

「あっ……雑賀く……あっ……あああっ！」

　激しい腰の動きについていけず、絡めた脚がずり落ちそうになる。そうなる前に雑賀の両腕に膝の内側をすくわれ、角度を変えた屹立の先が、恥骨の裏側を抉るように掻き始めた。まるで身体が宙に浮いたようになり、目の前がぱあっと明るくなる。

「あっ……あっ！　ああああんっ！」

　今までに感じた事のない悦楽を覚えて、和香は身を仰け反らせて嬌声を上げた。

「ま……待って……！　またイっちゃいそう……だから――あっ……やぁああんっ！」

「ダメです。……待てませんね」

　きっぱりとそう言われ、さらに中が潤むのを感じた。これほどわかりやすく反応する自分を、心底恥ずかしく思う。少しは年上の余裕を見せたいと思うのに、まったくそうできない。上唇を甘噛みされ、頬がチリチリと焼けるほどの熱を感じた。

　もっと、してほしい。

　そう思う気持ちが、和香の言動を大胆にする。

「雑賀くんっ……もっと、して……」

　出した言葉が我ながら、稚拙すぎる。

　けれど、恥じらう気持ちが、さらに欲望を掻き立て、和香は自ら彼にキスをして舌を絡みつかせた。

「やっと、素直に甘えてくれましたね。いいですよ。もっと感じさせてあげます。和香さんが望むだけ、好きな方法でイかせてあげますから――」

「あんっ！　あ、あっ……」

　両方の膝を広げられ、和香の花房の中が雑賀から丸見えになる。

　そこをじっと見つめられ、咄嗟に脚を閉じようとするも、彼の手にあっさりと阻まれてしまった。

「さ……雑賀くん……。見ないでっ」

「どうしてです？　こんなに綺麗なのに。ここ、さっきまでは桜色だったけど、今は薔薇色になってますね。本当に綺麗だ」

　雑賀が花芽から蜜窟の入り口に至る場所を指先でなぞった。

　脚を広げられたまま腰と腰が密着し、少しだけ下にずれた彼の恥骨が花芽を軽く押し潰してくる。

「あぁんっ！　雑……賀くんっ……あんっ！　あああっ！」

「和香さん、俺の事は〝太一〟って呼び捨てにしてくれていいですよ。そのほうが、呼びやすくないですか？」

　雑賀が和香の耳元でそう囁き、耳朶に舌を這わせてきた。

　背中をすくい上げるように抱き寄せられ、しっかりと身体を固定される。

　ビリビリと痺れるような快感に囚われている間に、屹立が蜜窟の中を深く浅く突き上げてきた。切っ先が少しずつ位置をずらしながら、蜜窟の中を刺激してくる。

　そうして和香が一番感じやすい場所を探り当て、そこを小刻みに突きながらキスをされた。

　目の前にいくつもの閃光が弾け、よどみなく与えられる快楽のせいで、息が途切れがちになる。

「和香さん……好きだ……和香さんっ」

　挿入がより深くなり、聞こえてくる交わりの音がいっそう卑猥な水音に変わる。

　閉じがちになっていた目を開け、和香は太一と見つめ合った。腰の動きが緩くなり、彼が微笑みを浮かべる。

「太一……どうして笑ってるの？」

「しあわせだし、嬉しくて仕方ないからです。和香さんこそ、何でですか？」

　太一に問われ、和香は自分が彼と同じように微笑んでいる事に気づいた。

「私は……あんっ！　ああっ……！」

　答えている途中で抽送を速められ、和香はしがみついている彼の背中に爪を食い込ませた。

「もうっ、答えてる途中なのに――」

「くくっ……すみません。つい、可愛い声が聞きたくなっちゃって」

　唇の縁にキスをされ、口角に舌を這わされる。無意識にそちらを向き、太一と唇を合わせた。それは、ごく自然な行動だったし、今の自分達はまるでしあわせな恋人同士みたいだ。

「さあ、もう邪魔はしません。どうぞ、答えて……というか、答えないと抜いてしまいますよ」

　そう言って太一が腰を引こうとする。

「あ、いやっ！」

　和香は咄嗟にそう言って、彼の腰を引き戻した。その直後、自分の言動と突き戻された屹立の感触に、全身を赤く染める。

「いいですね。そうやって俺に甘えてくる和香さん、すごく可愛いですよ」

　太一が呟くと、蜜窟の中で屹立が硬く反りかえった。

「あっ……ああ……」

　和香はそれを感じ取り、恍惚とした表情を浮かべる。その顔を上から見据えられ、中が潤いを増す。

「私も太一と同じ。……いま、すごくしあわせだし、嬉しくて仕方ない気持ちなの」

　だからこそ、これほど身体が熱くなり、とめどなく快楽を感じるのだ。もちろん、それは和香自身が太一を好ましく思い、身体はもとより心まで許している証拠でもある。

「本当に？　ああ……嬉しすぎてどうにかなりそうだ――」

　そう言うが早いか、太一が腰の抽送を速めた。

　唇が届く限りの場所に何度となくキスをされ、深さを変えて少しずつ位置をずらしながら中を繰り返し突かれる。仰け反った身体を抱き締められ、乳房の至るところを強く吸われた。

　和香はたちまち昇りつめ、掠れた声を上げて彼の名前を呼んだ。

「た……いち……太一……あっ……ふぁ、ああっ！」

「和香さんっ」

　太一が和香の名前を呼ぶと同時に、蜜窟の最奥で屹立が爆ぜた。そして、多くの精を放ちながら、何度となく脈打って和香の心身を満たしていく。最奥はまるでそれを嚥下するかのように蠢き、子宮は受精の時を今か今かと待ち構えている。

　むろん、避妊具に阻まれ、放たれた精は和香の子宮に届くことはない。

　しかし、和香は、これほど子宮が悦ぶようなセックスをいまだかつて経験した事がなかった。

「和香さん、一度だけじゃ足りません。もう一度、抱いていいですか？」

　そう問われ、和香は夢心地のまま首を縦に振った。そして、内奥に新たな欲望を感じながら、太一の腰にきつく脚を絡みつかせるのだった。







第三章　交錯する想い








　六月に入り、連日曇り空の日が続いている。今朝見た天気予報によれば、関東地方は来週あたりに梅雨に入るらしい。

　そんな中、和香は新店舗のオープンに向けて、いつも以上に忙しくしている。その傍ら、図らずも結ばれてしまった太一の事で、何度となく思い悩んでいた。

　金曜日の夜である今、和香はダイニングバーのカウンター席で、一人ジントニックを飲んでいる。

　あの日太一と結ばれたのは、間違いなく双方合意の上だ。

　和香は彼とともに最高の時間を過ごし、一度ならず二度までも射精を伴うセックスをした。それは、お互いに気持ちがあってこそできた事だし、決して行為のみを目的にしていたわけではない。

　だが、身も心も結ばれたはいいが、果たしてこのまま彼との関係を続けていいものだろうか。

　何せ、相手は容姿端麗で性格も申し分ない年下の男性だ。おまけに、彼は同じエリア内にいる営業担当者であり、間違いなく将来を有望視されている優秀なビジネスパーソンでもある。

　そんな彼が、転勤早々担当するエリア内で社内恋愛をしていると知れたら、周りはどう思うだろうか。しかも、相手は四つ年上のしかつめらしいエリアマネージャーだ。

　和香の経験上、エリア内の社内恋愛は十中八九、一年以内にバレる。

　もし自分達の交際が公になったら、おそらく好意的な受け取り方はされないだろうし、会社における太一の将来に悪い影響を及ぼしかねない。

　つまり、二人の関係は彼にとって、デメリットにしかならないという事だ。

　そもそも、あれほどの男性なら、自分などよりもっとふさわしい女性がいるに違いなかった。

　和香が、そんなふうにあれこれと考えている間も、太一は毎日のように連絡をしてくる。

　むろん、公私はきちんとわけており、仕事に関しては何ら問題はない。

　一方、プライベートな連絡はＳＮＳを通じてのやり取りがメインだ。彼は主に朝と夜寝る前にメッセージを寄こしており、それを読むだけで彼の一途な気持ちが伝わってくる。

　しかし、太一から想われるほどに、和香は冷静になり、自分の存在が彼にとってマイナスにしか作用しないと考えるようになった。

　その結果、和香はつい三日ほど前に、太一からの電話で話している途中で、関係の終了を提案したのだ。

『私達、これ以上親密な関係にならないほうがいいと思う』

　太一は案の定納得できない様子で、和香の提案を拒み、いまだ同意には至っていない。

　幸い、お互いに忙しい日々が続いているため、これまでのところ直接の接触は会社のみで済んでいる。

　けれど、いずれは会って話す事になるだろうし、それを思うと胸が痛い。何をしていても気持ちもどんよりと沈みがちだ。

（恋愛なんかするから、こんなふうになるのよ……）

　和香はほとほと自分に嫌気がさし、盛大にため息を吐く。その直後、背後からやってきた瑛二が和香の隣の席に座った。

「ごめん、ちょっと遅くなった」

「ううん、私もついさっき来たとこ」

　彼は、にっこりと微笑み、カウンターの中にいる馴染みのバーテンダーにあいさつをする。

　昨夜、たまたま瑛二から電話があり、その流れで久しぶりに会う事になった。

　彼とは、再会以来お互いに特定の人がいない気楽さから、何かあればこうして待ち合わせをして長々と話し込む仲だ。

　瑛二がバーテンダーに二人分のジントニックを注文した。手の中のグラスを見ると、いつの間にか空になっている。

　新しくグラスを受け取り、お互いに一口飲む。そのあと、瑛二がすぐに和香のほうに身体ごと向き直った。

「それで、いったい何があったんだ？」

「え？」

「え？　じゃないだろ。顔に『何かありました』って、でかでかと書いてあるぞ」

　和香は思わず顔に手をやり、バツが悪そうな表情で瑛二を見た。

「わかる？　実はそうなんだよね」

「やっぱりな」

　瑛二が耳を貸すしぐさをし、和香はグラスを傾けつつ、太一との間に起きた出来事を順を追って説明する。

　彼は黙って最後まで聞いたのち、ゆっくりと口を開いた。

「なるほど。あの夜、いつの間にかいなくなったと思ったら、そんな事になってたのか」

「もう、呆れるでしょ。五年も一人で頑張って来たのに、いきなり四つも年下のイケメンと、こんなふうになるなんて……」

「雑賀くんなら、俺も何度か話した事があるよ。確かに群を抜いて男前だし、礼儀正しくて愛想もいい。育ちの良さも感じるし、営業としての資質ばっちりな男だよな」

「うん。確かに仕事はできる。それに、彼がいるだけでその場所の雰囲気が明るくなるんだよね」

　話すうちに、和香は近頃の店舗ミーティングの事を思い浮かべた。それは、各店舗単位で行っているもので、和香も定期的に参加しており、その際都合が合えば、太一もメンバーに加わってくれているのだ。

「私、店舗スタッフの間では、ちょっと煙たい存在になってるでしょ？　話し合いをすると、どうしても自分がみんなの意見を聞き出すような感じになっちゃうの。本当は、もっと活発に意見を交換したいのに、どうしてもそうならない。でも、彼がいると、自然とそんな感じになるのよ」

「なるほど。彼がいい潤滑剤になってるってわけ？」

「そう。普段なかなか意見を言わない人も、彼が水を向けると思いがけないアイデアを出してくれたり、別の意見を言ってくれたりして。あぁ、この人は普段こんな事を考えてるんだ、こんな資質があるんだ、とか、いろいろと気づく事も多いの」

「ふぅん。それもひとつの能力だな。仕事ができて、性格もルックスもいいときたら、さぞかしモテるだろうな」

「そうだと思う」

「気をつけないと、ほかの女に取られるぞ」

　瑛二が手をあげ、二人分の白ワインを頼んだ。

「だから、そういうのじゃないんだってば。彼とはもう、あれっきりにするって決めたの。このまま付き合っても、いい事なんかあるわけないんだから」

「でも、彼は納得してない」

「そう」

「和香は、本当はどうしたいんだ？　彼に多少なりとも気持ちがあるからこそ、そういう関係になったんだろ？」

　ズバリと指摘され、和香は口ごもって目を泳がせる。

「彼といると、なんだか気持ちが緩んじゃって……。なんでだろ……すごくドキドキするんだけど、妙に安らぐっていうか……。会社での私も、プライベートでの私もわかってくれているからかな。一緒にいてもなんか楽なんだよね」

　それを聞いた瑛二は、何も言わずただ黙って目の前のグラスを見つめている。

「だけど、私は今、仕事第一に頑張る時なの。恋愛にかまけている暇なんてないのよ」

「だからって、無理に気持ちをセーブする必要はないんじゃないか？　雑賀くんは、前の男と違って、妻子持ちでもないし、浮気男でもなさそうだぞ？」

　瑛二の言葉に、和香は摘まんでいたナッツを、うっかり落としそうになった。

「和香が恋愛に積極的になれないのは、ろくでもない元カレ達との記憶が邪魔をしているからじゃないのか？　騙されたり裏切られたりした経験のせいで、誰かを好きになっても二の足を踏んでしまってるんだと思うな」

「そ、そうなのかな……」

「まあ、あれだけの男なら、黙っていても女性が寄ってくるだろうし……。仮に付き合ったとしても、しょっちゅうほかの女性の影が気になったり、気持ちが乱れたりして仕事どころじゃなくなるかもな」

「うん……」

　和香は深く頷き、改めて太一との交際は、やめた方がいいという気持ちになる。

「それにしても、さっきから話を聞いていると、和香は雑賀くんの心配ばかりして、自分の事は、二の次にしてる」

「そ、そうだった？」

「それだけ、彼の事が大事なんだろうな。なんだか、すごく悔しいよ」

　瑛二が呟き、和香の目をじっと見つめてくる。

「それに、まだほかの男に和香を抱かせたくなかった」

「え……」

　ゆっくりと伸びて来た瑛二の手が、和香の髪の毛に触れた。

　頭のてっぺんから毛先までをゆっくりとなぞって、指先に髪の毛の束を絡ませて弄ぶ。

　それは、まだ彼と恋人同士だった時、ベッドの中で瑛二がよくしていた仕草だった。

「もう随分前に別れたのに、頭のどこかで和香はいつまでも俺だけのものだと思い込んでた。こうして会って話をしているうちに、いつかまたもとの関係に戻れるんじゃないかって……いや、ごめん。俺、変な事言ってるよな」

　和香の髪の毛から手を離すと、瑛二が声を出さずに笑った。

　それから、なんとなく当たり障りのない話をしながら時を過ごして、気が付けばもう日付が変わっていた。

「タクシーで送るよ」

「いいわよ。だって、方向がぜんぜん違うし」

「いや、送りたいんだ。それぐらい甘えてくれてもいいだろ」

　そう言われてしまうと、もう何も言い返せなくなった。

　優しい瑛二――彼に甘えたいと思うのに、上手くそうできなかった過去の自分を、ちょっとだけ思い出す。

「わかった。じゃあ、お願いするね」

　瑛二とともに大通りでタクシーに乗り込み、ドライバーに行先を告げる。

　走り出して少し経った頃、和香の右隣に座る瑛二が、シートの上で掌を重ねてきた。

　別れて以来、こんなふうに肌を触れ合わせたのは、はじめてだ。

　彼は何も言わない。

　結局、二人ともひと言も言葉を交わさないまま、和香のマンション近くの交差点に到着する。瑛二がドライバーに待っていてくれるように頼み、和香は彼とともにタクシーから降りた。

　マンションに続く五十メートルほどの距離を、二人並んでゆっくりと歩いた。

　シートの上で重なっていた手は、いったん離れたものの、今は瑛二にしっかりと握られている。

　駐車場を通り過ぎて、小さな公園の前に差しかかった。そこはやや薄暗く、街燈の明かりもあまり届いていない場所だ。

「もうここでいいわよ。タクシー、待ってくれてるし」

「うん」

　立ち止まってお互いの顔を見つめ合っているうち、急に腕を取られて暗がりの方へと引き込まれる。驚く和香の身体を、瑛二の腕が胸に抱き寄せてきた。

「ちょっ……瑛二――」

　いきなり顔を近づけられ、ほんの一瞬だけ唇が重なり合った。

　和香は咄嗟に仰け反って唇を離し、できる限り顔を横に向けた。それでもなお、彼は和香を離そうとせず、頬に唇を押し当ててくる。

「瑛二……ダメッ！　ごめん――」

　和香は力いっぱい瑛二の胸を押して、二人の身体を引き離した。

　ハッとして我に返った様子の瑛二が、和香を見て申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「俺のほうこそ、ごめん。どうかしてたよ」

　彼は半歩うしろに下がり、力なく笑った。

「俺も馬鹿だな……。せっかく和香と再会できたのに、ぼんやりしている間に、ほかの男に取られるなんて……」

「瑛二……」

　こんな時、なんと言えばいいのだろう？

　和香が戸惑っていると、瑛二が遠慮がちに手を前に伸ばしてきた。

「和香。もう一度だけ、ハグしてもいいか？」

　瑛二に問われ、和香は頷いて一歩前に出た。背中に彼の手が回り、そっと抱き寄せてくる。

「俺とした事が、どうして、もっと早く行動に移さなかったんだろうな」

　瑛二が呟き、小さくため息を吐く。

　和香は彼の声に耳を傾けながら、ただじっとしてその場に立ち尽くすのだった。

　

　

　六月も中旬になり、夏のセール時期に向けて各店舗はそれぞれに在庫の見直しを始めている。金曜日の今日、和香は本社会議室で朝一のミーティングを終えた後、一人残って資料をまとめていた。

　そうして忙しくしている間も、太一とは、これまでどおり仕事で関わる日々が続いている。さすがに、プライベートでのやりとりは徐々に減ってきており、送られてくるメッセージの長さも少しずつ短くなってきていた。

　それに対して、和香は必要最低限の返信しかしていない。

　むろん、そのたびに胸が痛むし、心の中で「ごめん」と言いながら返信のメッセージを送っている。

　そして、ついに昨日からプライベートな連絡が来なくなった。

　ようやく、一時的な熱狂が冷めたのかも――そう思い、ホッとする反面、少なからずがっかりしている自分がいる。

　何を今更──。

　それは当然の結果だし、そう仕向けたのは和香自身だ。

　一方、太一はといえば、見たところ以前と何ら変わりはない。けれど、ミーティングを終えて店舗から去る時など、時折怖いほど無表情になるのを見かけるようになった。

　もちろん、それには店舗スタッフも気づいている。

『最近の雑賀さん、やけにかっこいいよね』

『わかる。ニコニコしている時と、クールな時のギャップがたまらないって感じ』

　プライベートで太一と関わるのをやめれば、心が乱れる事もなくなると思っていた。

　しかし、実際はむしろその逆で、太一の言動や彼をロックオンしている女性達の反応を見て、一喜一憂している。

　我ながら馬鹿みたいだと思いながらも、どうしても心が揺れてしまう。

　もちろん、心身ともに公私はきちんと分けているが、仕事が終わった途端に抑えていた感情の波が一気に押し寄せてくる。

　ランチタイムになり、和香は一端自席に戻って片づけをしたあと、食堂に向かうべく席を立った。廊下を歩いている途中で、手に持ったスマートフォンにメッセージが届いた。

　立ち止まって内容を確認した途端、心臓が跳ね上がり、耳朶の先にチリチリと焼けるような熱が宿った。送信者は太一であり、前回メッセージをもらってから丸一日と八時間が経過している。

『今夜、会えませんか？』

　和香は半ば上の空でランチを食べ、そそくさとデスクに戻り、午後のスケジュールを今一度確認した。そして、太一の誘いに応じる旨の返信をし、用件が何であれ何としてでも九時までには待ち合わせ場所に行こうと決心する。

　午後四時になり、和香は予定どおり駅からすぐの「ソシュール」目黒店に到着した。

　ここは和香にとっては思い出深い古巣であり、現在はかつて部下だった立花雛子が店長を務めている店舗だ。

「神谷チーフ。お疲れさまです」

　丁度入口そばにいた雛子が、和香を中に迎え入れてくれた。

「お疲れさま」

　ほかのスタッフともあいさつを交わしながら店内の様子を窺い、頃合いを見計らって雛子とともにバックルームに入った。

　テーブルを挟んで向かい合わせに座り、いくつかの連絡事項を伝える。

「新店舗オープンまで、もうひと月を切ったわね。来月になったら商品の搬入とか始めるから、よろしく頼むわね」

「はい、大丈夫です」

　新規開店する表参道店の店長になる事が決まって、雛子はそれまで以上にはつらつとして元気いっぱいといった感じだ。

　小柄な身体に色白の肌。ふっくらと柔らかそうな頬には、くっきりとしたえくぼが浮かんでいる。くりくりとよく動く瞳と、いつも笑っているように見える可愛らしい口元。一見大人しそうにも見える雛子だが、その実かなりの頑張り屋で負けず嫌いだ。

　その上、人一倍人懐っこい彼女は、初対面の時から和香に積極的に話しかけてきた。

　話してみると、自分と似たところが多々あり、和香も雛子とだけは身構えずに会話する事ができている。

「新店舗オープン記念のグッズ、試作品ができ上がったわよ」

　和香はバッグからリボン型のチャームを取り出して雛子に見せた。

　自宅の鍵をつけてキーホルダーとして使っているそれは、細かなクリスタルガラスでできており、色は落ち着いたチェリーピンクだ。

「わぁ、思っていた以上におしゃれだしインパクトありますね！　私、このチャームを新作バッグにつけて、コーディネイトの見本として店頭に置こうと思ってます。そうすれば、セットで買ってくださるお客さまも増えるんじゃないかと思うんですよね」

　身振り手振りで説明する姿は、同性の和香が見ても可愛らしいと思う。

「それすごくいいかも。立花さん、あいかわらずいいセンスしてるわね」

「神谷チーフに育てられたおかげですよ。チーフに教えられた〝商品の一つ一つを自分の大切な宝物と思ってお客様に提案する〟──これを常に念頭に置いて仕事をしていると、自然といろいろアイデアが出てくるんです」

「そう言ってくれて、嬉しいわ」

　にっこりと微笑まれ、和香も笑顔になる。

　さすが、入社三年目にして大型新店舗の店長を任されるだけあって、彼女には人を惹きつける天性の能力があった。

　そして、そんな彼女は、実は「ソシュール」の常務取締役の一人娘だ。

　その事を知るのは、和香が知る限り社内では自分だけであり、彼女の素性は雛子自身に頼まれて誰にも言っていない。

　昔から服飾に興味があったという彼女は、あえて父親が常務取締役であるのを隠したまま「ソシュール」の入社試験に臨んだ。

　そして見事実力で合格した後、着実に業績を上げ、正当な実績を評価されての今回の人事だった。

　和香が雛子の秘密を知ったのは全くの偶然で、たまたま瑛二と入ったレストランで雛子一家と鉢合わせてしまったからだ。突然、思ってもみない場所で顔を合わせ、お互いにあわてふためいたものだ。

　一方、雛子も瑛二とは仕事上の顔見知りであり、結果的に二人はお互いの秘密を共有する事になった。そんな事情もあり、和香と雛子は、それ以来いっそう仲を深めている。

「これ、あとでスタッフのみんなと食べてね」

　来る時に買ったスイーツの箱を手渡すと、雛子が嬉しそうに歓声を上げる。

「わぁ、これって今話題のお店のケーキですよね。ずいぶん並んだんじゃないですか？」

「ううん、丁度そんなに混んでなかったから」

「ありがたくいただきます。みんな甘いもの大好きだから喜びますよ。神谷チーフって、さりげない気遣いが素晴らしいですよね。私、同期のみんなにも言ってるんです。神谷チーフは見た目は少しとっつきにくい感じだけど、ぜんぜんそんなことないんだって」

　物腰は柔らかいが、彼女はかなりストレートにいろいろな事を口にする。

　しかし、そこは雛子の人柄なのか、少しも嫌な感じに聞こえないから不思議だ。

　社内の人はもとより、顧客からの評判も良く、誰からも好かれる。

　彼女なら将来的に、和香が目指している首都圏エリアマネージャーのポストだって比較的楽に手にする事ができるのではないだろうか。

　むろん、雛子だって彼女なりに苦労しているのは百も承知している。だが、それでもそう思ってしまうほど、彼女は和香に欠けている部分をすべて持ち合わせているのだ。

「営業の雑賀くんも、神谷チーフの事を気遣いの人だって言ってましたよ。彼、なかなかすごいですよね。こっちに転属になって早々に神谷チーフのいいところを見抜くなんて」

　いきなり太一の話題が出たせいで、危うく表情が引きつりそうになる。

「そ、そういえば雑賀くん、立花さんと同期なんだよね？」

「はい！　雑賀くんとは、新人研修の時に組んだグループが一緒だったんです」

　雛子が、いかにも嬉しそうに微笑む。

「リーダーを決めようって時に、全員雑賀くんがいいって言うのに『俺はお姫様をサポートする騎士役でいい』とか言って、私をリーダーに祭り上げちゃったんです」

「へえ」

　雛子が言うには、最初はぎこちなかったものの、雑賀にサポートされ、皆の手助けもあって、何とか無事にリーダー役を果たせたらしい。

「もちろん、はじめはダメダメでした。でも、雑賀くんが『俺は人を見る目がある、立花は上に立つ素質があるよ』って言ってくれて。その一言で、すごく自信がついたんです」

「私もそう思うわ。立花さん、芯がしっかりしてるし、明るくてお客様にも慕われてる。なにより、店のスタッフの心を一つにまとめる力があるわ。それが売り上げにもちゃんと表れているし」

「ありがとうございます！　でも、ほんと、今の私があるのは新人研修で自信がついたおかげなんです。もし雑賀くんが同じチームにいなかったら、私、今頃ここにいなかったかもしれません」

　雛子の大きな目が、キラキラと光る。

　どうやら彼女は、太一に絶対的な信頼を寄せている様子だ。

「雑賀くん、人を見る目っていうか、人の隠れたいい部分を見つけて引きだす力があると思うんです。だから、今は騎士でもゆくゆくは王様の地位にまで上り詰めるんじゃないかって思ったりして」

　テーブルを挟んで対面にいた雛子が、突然席を立って和香のすぐ隣の席に移って来た。

「これ、神谷チーフだから言うんですけど、雑賀くんの事、もうすでに上層部が注目してるみたいですよ。私、研修での事をうちの父に話したんですけど、それ以来父も彼を注目しているみたいで」

　声を潜める雛子の心の温度が、すぐそばにいる和香にも伝わってきた。彼女は興奮気味に話し続ける。

「父曰く、彼は間違いなく一流になれる男だって。頃合いを見てもっとふさわしい部署に異動させれば、将来会社の軸になる男に育つ事間違いなしだそうです」

　嬉々として太一の事を話す雛子は、誰の目から見ても明らかに恋をする女性のオーラを放っている。

「そうね。彼ならきっとそうなれると思う。ビジネスセンスもあるし、人の心を掴む術を生まれながらにして持ってるって感じね」

「神谷チーフもそう思いますか？　やっぱり、私の贔屓目じゃなかったんですね。雑賀くんなら、きっとこのまま実績を積んでいって将来それなりの地位に就くと思うんです」

　和香の目の前で、ふっくらとした頬が薔薇色に染まる。太一がほかの人に認められる事が嬉しくて仕方ないみたいだ。

「あの……間違ってたら、ごめんね。もしかして、立花さん、雑賀くんの事が好きなの？」

　和香は、なるべくさりげなくそう訊ねてみた。すると、雛子は大きく目を見開いて口元を両方の掌で覆った。

「えっ！　やだ、わかっちゃいました？」

「ああ、やっぱりそうなんだ」

　話している間に、雛子がふいに和香の腕を軽く掴んできた。

「さすが神谷チーフ、鋭いですっ」

　雛子の頬が、いっそう深い色に染まった。彼女は、自分の恋心を和香に悟られた事が嬉しくて堪らない様子だ。

「実は、前から神谷チーフにだけは打ち明けておこうと思っていたんです。神谷チーフって、結構雑賀くんと会って話したりしますよね？　もしよかったら、私の恋を応援してくれませんか？」

　照れくさそうに笑っていた雛子が、ふいに神妙な面持ちで和香に手を合わせてきた。

「お願いします！　私、雑賀くんを男性として意識し始めた頃から、急に普通に話せなくなってしまったんです」

「さあ……私ができる事なんか、あるかな？」

「ありますよ！　さりげなく私の事をどう思っているか、聞いてくださるだけでいいんです。あと、雑賀くんに女性の影があるかどうかとか……。少し前の飲み会では、今のところいないみたいでしたけど」

「しっかり話せてるじゃないの」

「違うんです！　これはほかの男性社員が、雑賀くんと話しているのを、たまたま耳にしただけで……。もちろん、うちの会社が社内恋愛に厳しい事は知ってます。でも、好きになる気持ちって抑えられるものじゃないですよね？」

　雛子がすがるような瞳で和香を見る。

　確かにそうだし、だからこそ今現在、和香自身も思い悩んでいるのだ。

「私、どうしても彼と恋人同士になりたいんです。彼といると、自分がもっと成長できる気がするし、逆に、私も彼の役に立ちたい、彼の持っている能力を最大限に活かせるようサポートしたいと思うようになって――」

　ずっと興奮気味に喋っていた雛子が、急に声のトーンを落とした。

「私、ずっと自分が常務取締役の娘だって事を負担に思ってきました。でも、もしその事で私が雑賀くんの役に立てるのなら、って……」

　雛子の声がさらに小さくなり、内緒話の音量になる。

「雑賀くん、入社当初から本社で経営関連の仕事をしたいって言ってるんです。うちの父の後ろ盾があったら、普通より早く異動できるはずです。もちろん、過剰なサポートや人事操作をするわけじゃありません。でも私、一日でも早く彼が自身の能力をフルに発揮できる環境を整えてあげたくって……」

　雛子の真剣な表情を前に、和香はかろうじて口元に笑みを浮かべた。

　彼女は本気で太一を想っている。それがわかるだけに、和香の心に複雑な感情が広がっていく。

「彼なら今からでもやっていけると思うし、どうせ異動するなら、少しでも早い方が会社のためにもなりますよね？」

　太一が本社勤務を希望しているのは、以前本人からも聞かされている。通常なら、あと数年は現場仕事に携わり、その後エリートへの道を辿る事になるだろう。しかし、太一ならすぐにでも希望する部署の即戦力になれるのではないだろうか。

「そうね。雑賀くんなら、きっとやっていけると思う」

「ですよね！　ああ、やっぱり神谷チーフに話してよかったです。私、彼の彼女にふさわしい女性になれるよう、自分磨きに励みます。もちろん、仕事だってこれまで以上に頑張りますね！」

　嬉しそうにガッツポーズをする雛子は、恋する女性のエネルギーに満ち満ちている。

　彼女なら、きっと太一を振り向かせる事ができるだろう。

「頑張ってね。私も、できる限り応援させてもらうから」

　きっとそうしたほうがいい――そう思い、無理にそう言ってのける。

「ありがとうございます！　神谷チーフが味方になってくれれば、百人力ですよ！」

　雛子が、心底嬉しそうな顔で笑った。

　和香は彼女に微笑み返すと、これでよかったのだと必死に自分に言い聞かせるのだった。

　

　

　その日予定していた仕事を全部終わらせた和香は、午後九時五分前に太一から指定された店に到着した。

　そこは、都心の夜景が一望できる場所にあるルーフトップバーで、つい先月オープンしたばかりであるらしい。

　入口で待ち合わせである事を告げると、男性の案内係が二階一番奥のボックス席に案内してくれた。

　歩いている途中で、すでに席についている太一を見つけた。

　彼は自社ブランドの薄いブルーのジャケットを着こなし、同じ色合いのネクタイを締めた襟元を少し緩めている。

　あいかわらず、爽やか過ぎるほどのイケメンぶり。四つ年下の仕事仲間。何かと心を乱してくるチョコレート色の瞳をした男――。

「こんばんは。早かったのね」

　背後から声をかけると、太一が少しあわてたように和香のほうを振り返った。そして、すぐに立ち上がって、和香に眺めのいい席を譲ってくれた。　

「こんばんは。今日は少し早めに仕事が終わったので。すみません。まだ来ないかと思って、ぼんやりしてました」

　太一に促され、和香は東京タワーが真正面に見える席に腰を下ろした。

「すごい。特等席だね」

　できる限り普通に話しかけ、にっこりと微笑む。

「和香さんのために、特別に予約したんです。何にしますか？　ここは知り合いがやっているお店なので、メニューにないものも注文できますよ」

「じゃあ、ビールを。喉がカラカラなの。あとは、お任せしていい？」

「わかりました」

　頷いた太一は、通りすがりのフロア係に注文を通した。

　ほどなくして届けられたビールでお疲れさまの乾杯をして、やっとひと心地がついたところで、ようやくまともに太一のほうを見る。

「今日はお誘いありがとう。丁度少し飲みたいと思っていたところだったの」

　当たり障りない事を言ったつもりだったが、太一の顔が若干強張ったように見えた。

「来てもらえて、よかったです」

　関係を断つ決断をしてからというもの、和香は忙しさを理由に、太一からの誘いを断り続けていた。

「ごめんなさい。……もっと早く、こうして会って話すべきだったよね」

「とりあえず、食べませんか。喉が渇いているだけじゃなくて、お腹も空いてますよね？」

「実はペコペコなの」

「俺もです」

　微笑んでくれた太一を見て、和香の気持ちがふんわりとほぐれる。

　彼のちょっとした表情でこんなにも心が揺さぶられるなんて……。自分から関係を終わらせようと言っておいて、こうして二人きりでいるだけで心にいろいろな感情が押し寄せてくる。

　運ばれてきた料理を食べ、ビールを追加で注文する。

　食べながら話すのは、新店舗のオープンなど、仕事に関する事ばかりだ。

　ひととおり食べて飲んだあと、太一が和香の希望を聞いてジンベースのカクテルを頼んでくれた。

　運ばれてきたカクテルをひと口飲み、グラスを置く。

　和香が、自分から口火を切らなければと思っていると、太一が軽く咳ばらいをして話し始めた。

「指の傷、治りましたか？」

「うん、少しだけ傷口が残ってるけど」

　和香は、傷があったところを太一に示した。

「ああ、これならもうじき消えてわからなくなりますね」

　太一が和香の手を取り、傷痕に顔を近づけてきた。

　指先が絡み合い、互いの掌がぴったりと合わさる。

　彼に触れられて、当時の記憶が頭の中にはっきりと蘇ってきた。触れ合っている指先が熱く火照り、鼓動が一気に速くなる。

「和香さん、俺との関係を終わらせたいという理由を聞かせてもらってもいいですか？」

　静かな声で問われ、和香は事前に考えてきたとおりに話し始める。

「前も言ったけど、うちは社内恋愛は、ほぼ禁止でしょう？　今のところ、恋愛解禁になる様子はないし、本社勤務を望んでいるなら私との関係は断ったほうがいいわ。太一には、この先もっとふさわしい相手が現れるだろうし、この間の事はお互いに過去のいい想い出と割り切ったほうが――」

「俺が聞きたいのは、そんなうわべだけの理由じゃありません。和香さんの本音は？　本気でそんな事を言っているんですか？」

　低い声で詰め寄られ、和香は一瞬言葉に詰まった。

　だが、ここで怯んではいけない。そうでなければ、決心が揺らいでしまいそうだ。

「本気よ。知ってるでしょ？　私、恋愛より仕事が大事なの。もし社内恋愛がバレたら、おそらくどちらかが異動になるわ。太一はこっちに来たばかりだし、たぶん動くのは私だと思う。それって、私にはデメリットにしかならないでしょう？　だから、もう終わり。そのほうが、お互いのためだもの」

　言い終えるなり、胸が痛んで息が詰まった。

　確かに少し前の和香は、恋愛より仕事だった。

　しかし、そんなお決まりのフレーズは、太一と出会ってすぐに意味をなくしている。

　異動の件は憶測に過ぎないし、そう言えば彼も納得しやすいだろうと思い、そんな言い方をしてみた。

　嫌な言い方をしたせいで、きっと太一には嫌われてしまうだろう。

　それでも、彼の将来を邪魔する存在になるよりはマシだし、今、彼を突き放さなければ一生後悔する。

　和香が沈黙を守っていると、太一がおもむろに口を開いた。

「和香さん、シムズ総合プランニングの戸倉さんとは、どんな関係なんですか？」

「え……っ？」

　突然出てきた瑛二の名前に、和香は驚いて言葉を失った。

　いったい、なぜそんな事を言うのだろう？

　和香は返事ができないまま、太一の顔を見つめ続けた。

「先週金曜日の夜、マンションの近くの公園で、和香さんと戸倉さんが一緒にいるのを見かけました。暗がりで抱き合ってキスをしてましたね。もしかして、付き合っているんですか？」

　驚きのあまり、和香は声を出せないまま首を横に振った。

「なんで……？　どうして、そんなところにいたの？」　

　和香の問いかけに答えないまま、太一がさらに訊ねてくる。

「さすがに見ていられなくて、すぐに立ち去りましたけど、あれから戸倉さんと、どうなったんですか？　もしかして、二人で和香さんの自宅に行ったとか？」

　太一が眉間に深い皺を刻みながら、そう言った。

「ちょっ……ちょっと待って。あの日、確かに彼と公園にいたし、彼とは大学の時に三年半付き合ってた。でも、瑛二は、あれからすぐに帰ったし、そもそも彼とは卒業前に別れて、二年前に偶然仕事関連で再会するまで、ずっと疎遠だったの」

　ただ〝違う〟と言いたいだけなのに、長々と言い訳をしているような感じになってしまった。

「そうでしたか。じゃあ、よりが戻った、って事ですか？」

「そうじゃなくて――」

「だったら、なんでキスなんかしてたんですか。そんな相手がいるのに、どうして俺ともキスをして、セックスまでしたんですか」

「だから、違うってば！　よりが戻ってるわけじゃなくて、たまたま勢いであんなふうになっただけっていうか――」

「勢いで元カレとキスですか？　だとしたら、俺とのセックスも勢いで？　それとも、俺が必要以上に迫ったから仕方なくって感じですか」

「ちょっと待ってよ──」

「元カレで会って、恋人ではないというのなら、戸倉さんは和香さんの何なんですか？　ただ会ってデートして、家の近くでキスをする相手って……俺には理解できません」

「ちょっと待ってってば！」

　矢継ぎ早にいろいろと言われて、気が付けば声を荒らげていた。

「瑛二とは、そんな関係じゃなくて、ただの友達なの。あの時は、いきなりだったから、避けられなかったのよ」

　話せば話すほど、ますます言い訳がましくなった。そもそも、どうしてあの時の事を太一に問い詰められなければならないのか――。

　憤りを感じて、和香は膝の上に置いた手を強く握りしめた。

「こんな話し合い、私との関係を断てばする必要のないものでしょう？　だいたい、私がいつ誰とキスをしようと、太一には関係ないじゃないの。たかが一度セックスをしたくらいで、彼氏面するのは止めてちょうだい！」

　通りすがりの女性客が、驚いた様な顔でこっちを見て通り過ぎる。

　和香は、あわてて口を噤み、太一から顔を背けた。

　いくら何でも、露骨すぎるし、言い方がきつすぎる。けれど、そう思った時には、いまだ絡み合ったままだった指が離れてしまっていた。

「そうですか……。わかりました。どうやら、少し勘違いをしてたみたいです。和香さんも、俺の事を少しは好きでいてくれてるんじゃないかと思ってました。でも、違ったんですね」

　それまでとは打って変わった悲痛な声でそう話すと、太一がおもむろに席を立った。

「もう、出ましょう。会計は済んでます。それと、時間が遅いので、タクシーで送らせてください」

　少し先を行く太一のあとを歩き、店の外に出る。

　目の前の広い背中が、話しかけられるのを拒絶しているように思えた。

　かろうじて「ご馳走さま」と言い、「どういたしまして」と返される。

　大通りに出て、ちょうどやってきたタクシーに二人して乗り込む。太一が行き先を告げたあとは、二人とも無言のままシートに座り続けた。

（どうしよう……。こんなふうになるなんて最悪……）

　できるだけ穏便に話して、笑って関係を終えるつもりだった。

　それなのに、思いがけず瑛二との事を持ち出され、話がまったく別方向に向いてしまった。

　そうじゃない。

　和香は確かに太一の事が好きだったし、今もそうだ。

　そればかりか、昼間雛子の太一に対する想いを知らされてからというもの、それまで以上に心が乱れて仕方がなくなっている。

（馬鹿みたい……。私、いったい何をどうしたかったの？）

　太一を好きだという気持ちと、彼の将来を邪魔したくないという気持ち。それに、雛子の想いに対する複雑な感情が混じり合い、自分でもわけがわからなくなってしまっている。

　しかし、今さら何をどう言えばいいのかわからないままタクシーに乗り続け、マンションの近くの公園の前で降車した。

　てっきりそのまま帰ってしまうのかと思いきや、和香と一緒に太一もタクシーを降り、同じ方向に歩き出した。

　まさか、マンションの前まで送ってくれるつもりだろうか。

　太一は、何も言わない。

　そうこうしているうちに、マンションのエントランス前まで来てしまった。

「じゃ、私はここで」

　下を向いたままマンションの中に入ろうとすると、太一が一歩遅れて和香のあとを追うように歩きだした。

「太一……？」

　さすがに変に思い、和香は立ち止まって太一を見た。すると、彼が複雑な表情を浮かべながら、和香と視線を合わせてくる。

「俺もここに住んでるんです。一つ上の階の五○六号室。ちょうど、和香さんの部屋の真上です」

「え……」

　今度は太一が先立って歩き、エントランスのオートロックを解除する。

「それって、偶然？」

「いえ、事前に和香さんがここに住んでいるのを知った上で、引っ越してきました」

　いったい、どうやって住所を知ったのだろう？

　それを聞く暇もなく、ドアを通り抜けて誰もいないエレベーターに前後して乗り込む。

　先に乗った和香がそれぞれが住む階のボタンを押し、ほどなくしてエレベーターが四階に止まりドアが開く。

「それじゃ……」

　和香がフロアに出ると、なぜか太一もあとをついてエレベーターを降りてしまった。

　なぜ、同じ階で降りてしまうのか――そう思って彼のほうを振り向くと、いきなり抱きすくめられてエレベーター横の物陰に連れ込まれた。

「何するのっ……」

　壁際に追い込まれ、唇を重ねられた。右手が和香の左胸を覆い、強く揉み込んでくる。

　喘ぐ唇の中に熱い舌が入ってきて、腰を下りる掌が穿いているプリーツスカートの裾をたくし上げてきた。

「や……っ！」

　驚いて思わず腰を引くも、強引な太一の掌が追いすがってくる。

「太一……、ダメッ……」

　間の悪い事に、エレベーターの横にある階段の方から、誰かが上って来る足音が聞こえてきた。

「……んッ……ん……」

　軽く頭を振って彼の唇から逃げようとした。けれど、太一は執拗にキスを続けたがり、いっそうきつく身体を抱き寄せてくる。

　絡んでくる舌先が熱い。

　胸の先を指の間に挟まれて、声が出そうになる。

　身体の奥に火が着き、ややもすれば、このまま太一の愛撫を受け入れてしまいそうになった。

　しかし、階段を上ってくる足音は、すぐ下の階まで迫っている。

　このままでは、見つかってしまうかもしれない――。

　和香は焦るあまり太一の唇を噛み、胸元を弄る手を払いのけた。

　痛みに顔をしかめた彼が、和香を見て悲しそうに表情を歪めた。

「あの時の和香さんは、少なくとも俺の事を心から受け入れてくれていましたよね？　それなのに、どうして今になって俺を突き放すんですか。俺、やっぱり和香さんが好きです。たとえ、俺以外のやつに抱かれていても――」　　

　無自覚のまま振り上げた和香の右手が、太一の左頬を叩いた。

　思っていたよりも大きな音がして、いきなりの事に驚いた様子の彼は、固まったまま動かずにいる。階段を上って来た足音は、ただならぬ気配に気づいたのか、早足で上の階へと駆け上がっていった。

　太一に対する怒りや想いなどが混ざり合い、和香はよろよろと壁にもたれかかる。だが、こんなところでいつまでも言い争いをするわけにはいかなかった。

　和香はバッグから部屋の鍵を取り出すと、空いているほうの手で太一の腕を掴んだ。

　そのまま彼を連れて部屋の前まで進み、鍵を開けるなり太一とともにドアの中に入る。

　太一の背中を壁に追いやり、彼のネクタイを引っ張って、顔を突き合わせた。

「だから、違うって言ってるでしょう？　瑛二とは、もう終わってるの！」

　精一杯抑えた声でそう言い切ると、和香は怒りに任せてパンプスの踵で床を踏み鳴らした。それでも気が済まず、されるがままになっている太一の顔を睨みつける。

「それに、私、約束したよね？　太一以外の男性とはキスもセックスもしないって。逃げきれなくて、ちょっとだけ唇が触れたのは認める。でも、抱かれてなんかいないわよ！　私、そんなに尻軽じゃないし、一度に何人も好きになれるほど器用でもないから！」

　そう言い終えるなり、太一が和香のほうに屈み込むようにして唇を合わせてきた。

　すぐに下を向こうとした和香の顎を、太一の手が引き留め、また唇が重なる。自然と舌先が触れ合い、キスが一段と深くなって甘さを増す。

　太一の手が和香のヒップラインを捏ねるようになぞり、膝が脚の間に割り込んでくる。

　ちょうどその時、持っていた鍵つきのチャームが和香の手を離れた。床に落ちて跳ね返ったピンク色のチャームが、和香の視界の隅に映る。

　和香はそれを見るなり、ハッとして我に返った。そして、唇を離すと同時に、身体を無理矢理横にずらし、彼の手から逃れた。

（私ったら、何をやってるの？）

　我ながら、情けない。

　昼間、雛子に太一との仲を応援すると言ったばかりなのに、気がつけば、それとは真逆の行動を取ってしまっていた。

　すぐ目の前にいる彼は、将来有望な四つ年下の営業マンだ。

　彼なら、今後間違いなくエリートコースを歩むだろうし、将来会社の重要な地位にまで上り詰めるはずだ。

　仕事第一に頑張ってきた和香だから、それがどんなに魅力的な道であるか、十分すぎるほどわかっている。そして、そんな彼の隣にいるにふさわしいのは、自分ではなく雛子だ。

「あのね、立花さんが……。彼女、太一の事がすごく好きみたいよ。彼女ならあなたにぴったりだと思う。仕事もできるし、可愛いし魅力的な人だし。だから考えてあげて。私より、彼女の方がきっとあなたに相応しいから」

「は？　……何ですかそれ」

　ドアを開け、太一を押し出すようにして廊下に出た。

　困惑の表情を浮かべる太一を残し、急いでドアの中に戻り鍵をかける。

「和香さん！」

　外から呼びかけてくる声に耳を塞ぎ、和香はベッドの上に倒れ込んだ。

　壁際にいる〝クマちゃん〟を引き寄せ、頭の上に載せて硬く目を閉じた。かすかに聞こえてくるノックの音とともに、昼間聞いた雛子の言葉が耳の奥に蘇ってくる。

『うちの父の後ろ盾があったら、普通より早く異動できるはずです』

『私、一日でも早く彼が自身の能力をフルに発揮できる環境を整えてあげたくって……』

　太一とともに未来を行くのは自分よりも、雛子がふさわしい。

　和香は自分にそう言い聞かせると、〝クマちゃん〟をさらに強く引き寄せるのだった。








第四章　重なり合う心








　七月の第二土曜日。

「ソシュール」表参道店では、オープン前日のレセプションパーティーが開かれている。

　時刻は午後七時。店の入り口には様々な色合いのスタンド花がずらりと並べられ、店内は各界の有名人やプレス、その他ファッションに携わる人々で賑わっている。

　その中にいても、ひときわいきいきと輝いて見えるのは表参道店の店長の雛子だ。

　シルバーグレーのミディアム丈ワンピースを着こなし、今日一日でいくつもの雑誌インタビューをこなしている。

　それでもまだ意気揚々とフロア中を飛び回る姿は、頼もしい限りだ。

「神谷チーフ、いよいよ明日ですね。立花店長、あんまり張り切りすぎて倒れないようにしてくださいよ」

　今回のレセプションをプロデュースした瑛二が、にこやかな顔で二人に話しかけてきた。

　彼とは、あれ以来個人的な連絡は取っていないものの、仕事上のかかわりは滞りなく続いている。

「大丈夫ですよ、戸倉さん。それより、今度予定してるミニ・ランウェイショーの事なんですけど──」

　雛子が瑛二と話し始め、和香は二人のそばに立って、フロアに視線を巡らせる。

　すると、入口近くで談笑中の太一を見つけた。

　ごく薄いスモーキーピンクのジャケットに、同じ色のストライプシャツ。それに二種類の青が入ったレジメンタルネクタイを合わせている。

　隣にいるのは、「ソシュール」メンズラインナップのビジュアルキャラクターを務めているスウェーデン人モデルだ。

　純粋な日本人の太一だが、顔立ちやスタイルの良さでは外国人モデルの彼と並んでも少しも引けを取らない。

　あんな風に別れてしまったが、未だ仕事ではかかわりがあるし、お互い何事もなかったかのように振る舞っている。

　和香を始め、自社のスタッフはゲストの対応に追われ、飲みものを口にする暇もないほど忙しい。途中、人気女性ＤＪの選曲による音楽が流れ、会場全体がダンスフロアと化した。

　パーティーは滞りなく進行し、ゲストも満足してくれた様子だ。

「神谷チーフ、そろそろアフターパーティーの会場に移動しましょう」

　そう声が掛かったのは、午後十時十五分前。

　店から通り三本を隔てたところにある会場までは、歩いても五分ほどの距離だ。

　和香は、ＶＩＰ待遇のゲストを会場に案内したのち、メイクを直そうとレストルームに行こうとした。

（いけない、店にポーチを忘れてきちゃった）

　幸い、鍵は持っているし、アフターパーティーが始まるまでには、まだ時間がある。

　大急ぎで表参道店に戻り、入口とは別にあるスタッフ専用のドアの鍵を開けようとした。

（あれ？　鍵が開いてる）

　ここの鍵を持っているのは、自分と雛子だけだ。

　和香は、キャッシャー内側に置いていたポーチを取り、さらに奥に進んだ。

　バックルームの照明は消えているが、その前にあるストックルームから明かりが漏れている。

　誰か人がいるとすれば、鍵を持っている雛子だろう。

　そう思いながら歩を進めると、途中で聞きなれた男性の声が聞こえてきて、はたと足を止める。

（もしかして、太一？）

　和香は一瞬ためらったあと、部屋の入口に向かってそろそろと近づいていった。

　ドアの蝶番の隙間から中を窺ってみると、こちらに背を向けた男性がいる。背格好からして、それは間違いなく太一だ。

　彼の背中越しに、シルバーグレーのワンピースが見える。

（立花さんだ）

　こんなところで、いったい何を話しているのだろう？

　雰囲気からして、仕事の話をしているのではないとわかった。立ち去るべきなのはわかっているのに、なぜか足が動こうとしない。

「雑賀くんっ……」

　和香が息をひそめて見守っていると、太一の背中に細い腕が絡みついてきた。

「…………」

　太一の顔を見つめている雛子が、何か話している。しかし、遠すぎて何ひとつ聞き取る事ができない。

　じっと立ち尽くしたままだった太一の右手が、雛子の肩にかかった。左手が彼女の髪の毛に触れ、ゆっくりと頭を撫で始める。

（ああ……上手くいったんだ……）

　そう思うと同時に、腕に下げていたバッグが急に重くなったように感じる。

　和香は音を立てないよう注意しながら、回れ右をして店の外に出た。

　いかにもお似合いの二人だし、彼らならきっとうまくいくだろう。

（これで、よかったんだよね）

　和香は強いて口元に笑みを浮かべ、肩をそびやかした。そして、少しだけ滲んできた涙をぬぐいながら、一人道を歩き出すのだった。

　

　

　八月も中旬になり、街を飾るショーウィンドウにはまばゆいばかりの陽光が降り注いでいる。「ソシュール」表参道店は、狙い通り二十代から三十代前半のお客様が引きも切らない。

　スタッフは、店長の雛子を含め二十代の女性三人と男性が一人。そのうち、男性の彼だけが大学生のアルバイトで、あとは皆正社員だ。

　金曜の午後、和香はミーティングをするために表参道店を訪れていた。店に入るなり、キャッシャー横のディスプレイが目につき、しばらくの間、それに見入った。

　スタッフにあいさつをし、話しかけながら店舗内を歩き回る。

　客足が途絶えたところで、雛子とともにバックヤードに行き、来週から始まるセールについて打ち合わせをした。

「そうそう、キャッシャー横のディスプレイだけど、あれは誰がやったの？」

「アルバイトの坂上くんです」

「へえ。すごく目を引くわね。坂上くんって、美大生よね？」

「はい。おしゃれでセンスもいいし、いろいろと助かってます。お客さまからの評判もよくて、彼に全身コーディネイトを頼む人もいるくらいです。話し上手だし、彼のおかげで今日の売り上げも上々です」

「へえ、頼もしいのね」

　オープンからひと月、売り上げに関しては当初設定していた目標を、余裕でクリアしている。スタッフのまとまりもあるし、店全体の雰囲気も明るくて申し分ない。

「やっぱり立花さんを店長に抜擢して正解だったわ。来月も期待してるね」

「はい、ありがとうございます！　これも神谷チーフのご指導とサポートのおかげですよ。あ……っと、それとですね……」

　雛子が急に声を潜め、和香に耳打ちする。

「私、チーフに、ひとつご報告があるんです」

「報告？」

「はい。雑賀くんの事で」

　やけに照れくさそうな雛子の顔。

　和香は、微笑んで頷いた。

「あぁ……いいわよ」

　そうか、いよいよ正式に二人の交際宣言を聞かされるのだろう。

「実は……」

　雛子がめずらしく言いよどんでいると、店のほうからスタッフの一人がやって来た。

「店長、神かん田ださまがお見えです」

「あ、はーい」

　ちょうど雛子の得意客が来店し、話の続きはまた今度という事になった。

　和香は、そのまましばらくの間そこで事務仕事をしたのちに、表参道店をあとにする。

　あの日、ストックルームにいる二人を見て以来、和香はいっそう仕事に打ち込むようになった。

　以前にも増して担当店舗を回るようにして、なおかつ自分から積極的にスタッフに声がけをする。エリア内には雛子のように優秀なスタッフがたくさんおり、実のところ、以前から売り上げや店舗運営について、個々にじっくりと話を聞きたいと思っていた。

　和香は、とりあえずエリア内のスタッフ全員と話せるようスケジュールを組んだ。そして、試行錯誤を重ねながら、なんとか相手が自分から考えを話してくれるような雰囲気を作る事に成功した。

　今思えば、和香にはこちらが教えるばかりで、相手から教えてもらおうという気持ちが欠けていたのだと思う。自分から積極的に近づく努力も足りなかったし、必要以上にクールなイメージを保とうとしたのもいけなかった。

　それに気づいたのは、太一と話し、いろいろと気づかされたおかげだ。

　もっとも、いつの間にか頭が固くなっていたせいで、それらを実行に移すのにかなり時間がかかってしまったのだが。

（太一には、一度きちんとお礼を言わなきゃ）

　個人的には、なかなか話しづらい関係になってしまったが、ここは素直に感謝の気持ちを伝えるべきだ。そう思えるようになったのも、〝常に正直で、真っ直ぐに生きろ〟をモットーとし、それを実践している彼が間近にいてくれたからこそだ。

　おかげで、以前よりはだいぶスタッフとの関係がよくなり、店舗回りも格段に楽しくなってきている。

（ありがとう、太一。とりあえず、心の中でお礼を言わせて）

　和香は改めて太一に感謝すると、意気揚々と駅に向かって歩いていくのだった。

　

　

　その週の週末、和香は突然太一から呼び出された。

『仕事の件で、お話があるんです』

　連絡があったのは木曜日の夜で、ちょうどベッドの上でうたた寝をしていた時だった。

　いまだにプライベートでの交流を断ったままの二人だ。

　一瞬、ドキリとしたものの、用件は何のことはない、仕事に関係するものみたいだ。

　和香は二つ返事で承諾し、太一とスケジュールを合わせようとした。

　しかし、たまたま時間が合わず、結局話すのは土曜日になってしまった。

　休みの日であり、プライベートの時間だが、彼がわざわざそう言ってきたからには、きっとそれなりに重要な話なのだと思う。

　それに、もしかするとその時に雛子との事を彼の口から聞かされるのかもしれなかった。

　その時は、笑って「よかったわね」と言おう。

　和香はそう決めて、何度となく鏡に向かって「よかったわね」と言う練習をした。

　だが、自分でも驚くほど、上手く笑えない。

　焦って笑おうとすればするほど、ぎこちなさが増して、わざとらしい笑顔になるのだ。

　結局納得いく笑顔ができないまま当日を迎え、出かけるべく準備を整えている。

　待ち合わせの場所は、マンションのエントランスホールで、時刻は午後一時だ。

　昨夜はクローゼットを漁り、さんざん迷った挙句、ミモザ色のブラウスと花柄のフレアスカートを選び出した。

　ベッドに入ったはいいが、目が冴えて眠れず、挙句の果てに寝坊をするという失態を演じてしまう始末。

（落ち着いて、和香！　別にデートでも何でもないんだからね？）

　彼には雛子という可愛くて仕事もできる恋人がいる。くれぐれも勘違いしないよう自分に言い聞かせつつ、和香は再度洋服を選ぼうとクローゼットを開けた。

　けれど、約束の時刻も迫っており、結局は前夜に選んだものを着てドアの外に出る。

　時刻は午後十二時五十五分。

　操作盤の前で呼吸を整えていると、上から下りてきたエレベーターの中に太一がいた。

「あ……」

　扉が開き、中にいる太一が和香を見てにっこりと笑った。

「気が合いますね」

　今日の彼は、空色のシャツに白いコットンパンツを合わせている。

　裾はロールアップしてあり、足元は白のスニーカー。何でもないコーディネイトなのに、いつもながらそれが本当に似合っている。

「和香さんって、そんな女性らしい服も着るんですね。とてもよく似合ってますよ。普段、ぴしっとした恰好が多いからすごく新鮮だな」

　屈託のない笑顔と言葉に、図らずも胸がときめいてしまう。

「ありがとう。えっと……どこで話すか決めてる？」

「はい。でも、しばらくは秘密にしておきます。さ、行きましょう」

「秘密って……」

　マンションを出ると、太一が駅とは反対方向に進んでいく。

「車で行きましょう。すぐそこの駐車場を借りているので」

　彼は和香の歩幅に合わせて歩き、途中にあった屋根付きの駐車場の敷地内に入る。

　太一が、少し先に停まっている黒色の車の前で立ち止まった。それは、セダンタイプの外国の車だ。

「こ、これ？」

「そうです。さあ、どうぞ」

　助手席のドアを開けてもらい、和香は促されるままにシートに腰を下ろした。

　さほど車には詳しくない和香だが、これがかなりの高級車である事くらいわかる。内装も見るからに高級そうだし、それでいてシックで嫌味がない。もしや車が趣味で、一生懸命貯金をして買ったのだろうか。

　和香は密かに感嘆し、太一が運転席に座るのを待った。

（それにしても、すごい……）

　ほどなくして、彼がドアを開けて運転席に着いた。

「出発しましょう」

　声をかけられ、和香は頷いてシートの中でかしこまる。

　いったい、どこに行くのだろう？

　ともかく、行き先は彼に任せて、落ち着くのが先だ。

　それから、三十分ほど車を走らせただろうか。

　なぜか到着したのは空港で、しかも通常利用する搭乗施設とは別のところに向かっている。

　車を降り、建ものの中に入る。空港内のカフェにでも入るのかと思いきや、向かった先にあったのは飛行機の整備場だ。

「え？　ちょっ……まさか、飛行機に乗るつもり？」

「そうですよ」

「そ、そうですよって、いったい、どこに行くの？」

「まあそれは、着いてからのお楽しみって事で」

　あれよあれよという間に空港内専用の車に乗せられ、小型のジェット飛行機が停まっている駐機場に連れてこられた。

　機内に乗り込むと、客室乗務員が席まで案内してくれた。シートはぜんぶで四席あり、それぞれに十分なスペースがある。飲みものは何にするか訊ねられ、勧められるままに白ワインを頼んだ。

（いったい、どういう事？）

　いつの間にかいなくなっていた太一が、操縦席があるほうから歩いてきた。

「ね……ねえ、これって何？　もしかしてチャーター機とか……？」

「そうです。父や祖父がたまに仕事で使っているんですけど、便利ですよ」

　太一が和香の正面の席に座ると、それからすぐに客室乗務員が白ワインを持ってきてくれた。

「このワイン、先日飲んでおいしかったので、和香さんにもどうかと思って用意してみました」

　和香は、頭を混乱させたままワインをひと口飲み、太一の顔をまじまじと見つめた。

　そうしているうちに、飛行機が離陸し、大空に向けて徐々に高度を上げていく。

「わ、わ……」

　離陸時に、つい声を出してしまったものの、はじめてのチャーター機の乗り心地は、思った以上に快適だ。

　少しの間窓の外の景色を眺めたあと、和香は太一のほうに向き直った。

「高そうな車とか、チャーター機とか……太一……あなたって何者なの？」

　なんとも言いがたい表情を浮かべる和香を見て、太一がゆったりと微笑みを浮かべる。

「俺は、和香さんをどうしても諦めきれずに、いまだにしつこく想い続けている、ただの男です。……和香さん、俺はやはりあなたの事が好きです。俺との事、もう一度考え直してくれませんか？」

　まさか、そんな事を言われるとは思わず、和香はうっかりグラスの中のワインを零しそうになる。

「で……でも、太一には立花さんがいるじゃないの」

「立花？」

「うん。もう付き合っているんでしょう？　先月あったレセプションパーティーのあと、ストックルームで二人が抱き合ってるのを見かけたわ。あ、もちろん、偶然よ？　すぐに出て行ったし、そもそも行ったのは忘れ物を取りに――」

「和香さん、ちょっと待ってください。俺と立花は、付き合ってなんかいません。彼女から気持ちを聞かせてもらいましたけど、俺には好きで仕方がない人がいると言って、きちんと断りましたから」

「え……？　でも……」

　思い返してみれば、雛子は太一の件で話があると言っただけであり、二人が付き合っているというのは和香の勝手な思い込みにすぎない。

「あの時は、抱き合っていたわけじゃありません。俺が気持ちには応えられないと言ったあと、彼女が急に泣いて抱きついてきたので、宥めていただけです」

「で、でも、なんだかいい感じだったし、髪の毛を……こう、優しく撫でたりしてたから」

　和香がその時の太一の動作を真似ると、彼は可笑しそうに笑い声を上げた。

「よく見てたんですね。でも、そんなに撫でまわしてませんでしたよ。それに、立花もすぐに泣き止んで、納得した上で離れてくれました」

「そ……うなの？」

　和香は、まだ半信半疑で太一の顔を見つめ続ける。

「そうですよ。俺が好きなのは、和香さんだけです。……あ、今、ホッとした顔をしましたね？　それって、まだ俺の事を好きでいてくれてるって解釈してもいいですか？」

「え？　えっ……わ、私、そんな顔してた？」

「してましたね」

　やけに自信たっぷりな太一の顔。

　和香が頬を染めて、わざと怖い顔をすると、彼は小さく肩をすくめてにっこりする。

「実は、つい先日戸倉さんから連絡を貰ったんです」

「瑛二から？　仕事の件で？」

「いえ、和香さんの事で」

「私の？」

　和香は少なからず驚いて、目をパチパチと瞬かせる。

「戸倉さん、俺に和香さんを、ちゃんと捕まえろ。あいつの本心をきちんと見極めろってアドバイスをしてくれました」

　それに加えて、自分が和香にフラれた事や、太一がグズグズしているともう一度口説こうと思っているという事まで話したらしい。

「瑛二ったら、そんな事を……」

　今ではもう仕事の件で連絡を取るのみになっているが、彼は和香の気持ちを理解し、知らないうちに二人を結びつけるために動いてくれていたのだ。

「いい人ですね」

　太一が呟き、口を一文字に結んだ。

「うん。いい人だったし、これからも『ソシュール』にとって頼りになるビジネスパートナーでいてくれると思うわ」

　和香は、しみじみとそう語り、心の中で瑛二の気遣いに感謝した。そして、改めて太一のほうに向き直り、真剣な表情を浮かべる。

「立花さんについては、私の早とちりだったってわかった。……私……私は――」

　和香は口ごもり、一度下を向いた。

　そして、今こそ彼に対して正直で、真っすぐであるべきだと思った。

「私、太一が好き。会社の事や、あなたの将来の事……。自分なりに、いろいろと考えて身を引こうとしたけど、本当はそうしたくなかった」

　残っているワインを飲み干すと、和香はまっすぐに太一を見た。

「太一に出会えたことに感謝して、仕事一筋に生きていこうとしたのに、本当は辛くて仕方なかったの。カッコつけて太一を突き放したくせに、あとになってものすごく後悔したりして……。顔を見ればドキドキするし、今だって心臓が破裂しそうになってる」

　言いながら、つい泣きそうになってしまった。

　急いで瞬きをして窓のほうに顔を向けると、ふいに立ち上がった太一が和香の前に来て、足元に跪いた。

「それって、俺と同じ気持ちでいてくれてるって事ですよね？」

　上目遣いに、そう訊ねられ、和香は繰り返し首を縦に振った。

「俺、和香さんと会ってから、いろいろと学ばせてもらいました。正直であるばかりが正解じゃないってわかってから、公私ともに対人関係がよくなったんです」

「私こそ、太一のおかげで、必要以上に取り繕ったりせずに、自分からスタッフに近づけるようになったのよ」

　話す間に、どちらともなく手を握り合い、にっこりと微笑み合う。

「まだ実際に会って半年も経ってないし、もっと時間をかけてじっくりとわかり合わなきゃいけないとはわかってます。でも、今の正直な気持ちを言わせてもらいます。和香さん、俺はあなたとずっと一緒にいたい。愛してます。俺と結婚を前提に付き合ってくれませんか？」

　見つめてくる太一の目は、はじめて見た時と同じ綺麗なチョコレート色をしている。

「はいっ……」

　和香は、すぐに返事をして、彼の手を強く握りしめた。

「今の、実質俺からのプロポーズですよ？　それでもいいんですね？」

「うん、もちろん！」

　和香が満面の笑みを浮かべると、太一が嬉しそうに破顔する。

「やった！　ああ、思い切って連絡してよかった！」

　太一が心底安堵したような顔で、和香の手をギュッと握り返してきた。見つめ合い、互いに引き寄せられるように、繰り返し唇を重ね合わせる。ゆったりとしたシートに二人して腰かけ、そっと肩を抱かれた。

「まさか、こんな場所でプロポーズされるなんて思ってもみなかった。……っていうか、まだ質問に答えてくれてないわよ。太一、あなたって、いったい何者なの？」

「そうでしたね」

　太一が和香の額にキスをし、にこやかに微笑みを浮かべる。

「実は、俺の父親は、とある会社で社長職に就いているんです。祖父は、その会社の創業者で、俺もいずれは父達の跡を継ぐつもりです。もちろん、それにふさわしい男だと認められたら、の話ですが」

「そうだったの……。でも、太一なら大丈夫だと思うわ。……へえ……だから、あの車にこの飛行機……。なんだか、まだキツネにつままれた感じ」

　一度にいろいろな事を言われたせいで、頭の中がゴチャゴチャになっている。それにしても、まさか彼が御曹司だとは……。

　喜ぶ太一を前に、和香はふと表情を曇らせる。

「でも、そうなると、簡単に結婚なんか決められないんじゃない？　うちの実家は、知ってのとおりの民宿だし、太一のご両親が何とおっしゃるか……」

　仕事でチャーター機を使うくらいだから、きっとそれなりに大きな会社の社長なのだろう。それに対して、和香はお嬢様でも何でもない、ただの一般人だ。

　普通に考えて、あっさりと二人の仲を認めてもらえるとは思えなかった。

「それについては、心配ありません。もうすでに両親と祖父母には、きちんと自分の意思は伝えてありますし、皆、俺が本気で好きになった女性ならと言ってくれています」

「ほ、本当に？」

「もちろん！」

　太一が和香の口真似をして、ニッと笑う。

「むしろ地にしっかりと足を着けるためにも、さっさと結婚しろと言われましたよ」

　心配する気持ちが吹き飛び、和香は一転して笑顔になる。

「和香さんにプロポーズも受けてもらったし、これで安心して、おじさんとおばさんに会いに行けます」

　太一が言い、それを聞いた和香は、ポカンと口を開けて首を傾げた。

「え？　おじさんとおばさんって……まさか、うちの父と母の事じゃないよね？」

「いえ、そのまさかです。おじさん達には、事前に連絡を入れて、和香さんと一緒に向かうと伝えてあります。すみません、サプライズをしたかったので、和香さんには言わないでおいてもらったんです」

「そ、そうなの？　じゃあ、今家に向かってるって事？」

　窓の外を見るが、行き先が実家方面なのかはわからなかった。

　それにしても、何かとサプライズ続きで、頭の中がちょっとしたパニックに陥っている。

「うちの両親、驚いたでしょう？」

「すごく驚いてました。出会ってからのいきさつはざっと話したんですけど、それだけでも二時間くらい話したかな？　プロポーズを済ませてから行く事や、俺の父親が『ソシュール』の社長である事も言ってあります」

「えっ？　……えええっ？」

　和香は驚きのあまり大声を張り上げて、シートから腰を浮かせた。

「ちょっ……ちょ、ちょっと待って！　今なんて言ったの？　……ソ、『ソシュール』？」

「ええ、『ソシュール』って言いましたよ。あれ？　さっき、会社名を言っていませんでしたっけ？」

　太一がとぼけたような表情を浮かべながら、和香の隣の席に腰を下ろした。そして、チラリと客室乗務員のほうを窺ってから、和香の手を引いて自分の膝の上に異動させる。

「実力でのし上がらなければ、後々親の七光りだと誤解されかねないので、会社では秘密にしてあるんです。でも、和香さんと結婚するまでには、ばらさなきゃいけませんね。ついでに、過剰な社内恋愛禁止の風潮も正さないと――」

　ニコニコと笑う太一を前に、和香は驚きすぎて言葉もない。

　けれど、太一は将来「ソシュール」のトップに立つ御曹司だ。

　彼は心配いらないと言ってくれたが、いくらなんでも格差が大きすぎる。

　和香のそんな懸念を、太一はにっこりと笑って一蹴した。

「大切なのは家柄じゃなくて、その人自身の人柄や、俺自身の気持ちです。父も母も、俺の人を見る目を信用してくれているし、和香さんの事は、以前社長賞を取った事もあって、優秀な女性を捕まえたと喜んでくれていますよ」

「そ……そっか」

　太一がそこまで言うのなら、きっと大丈夫なのだろう。

　和香はようやくホッとして、肩の力を抜いた。

　飛行機は飛び続け、やがて徐々に高度を下げ始める。二人は、客室乗務員から席に戻るよう言われるまで、互いの顔を見て微笑み合うのだった。

　

　その日の夜、和香は太一とともに自身の実家で両親とともに過ごした。

「あんたったら、いつの間に！」

「本当だぞ。太一から話を聞いて、腰が抜けるかと思った」

　適齢期だなんだと、普段からいろいろと言われている和香は、太一との出会いについては一切両親に話していなかった。そのため、二人とも今回の件については、寝耳に水だったわけだ。

　母親から思い切り背中をどやしつけられ、父親からは無言で肩を叩かれた。もちろん、二人とも笑顔だったし、和香と太一が不思議な縁で結ばれたのを心から喜んでくれている。

　実質、今回のプチ旅行が和香の両親に対する結婚を前提とした交際の報告になった。

　そして、次の日に帰宅するために再度飛行場に向かう時には、すでに結婚式はいつにするかなどという気の早い話が両親と太一との間で飛び交っていた。

　まだ交際が始まって日が浅い二人だが、思い描く将来の夢は広がる一方だ。

　実家からマンションに帰り着くと、和香は太一に誘われて彼の部屋に向かった。

　そこは、和香の部屋と同じ間取りだが、物があまり置かれていないせいか、だいぶ広く感じる。

　用意してもらったコーヒーを飲んだあと、二人してベッドに腰かけた。

　一階分高いだけだが、窓からの景色も若干違って見える。

「いい部屋ね。すっきりしてて落ち着く感じ」

「和香さんの部屋だって、落ち着きますよ。でも、俺が和香さんの部屋に泊まった時に、〝クマちゃん〟が言ってましたよ。『もっと広いベッドがいい。太一と一緒に、もっと大きなベッドが置けるところに引っ越せ』って」

「もう、嘘ばっかり！」

「本当ですって。……なんて、冗談はさておき、ここを出て、俺と一緒に住みませんか？」

　太一曰く、ここはあくまでも仕事上の住まいであり、自身の本宅は別にあるらしい。

「大学を卒業した年に、祖父から譲り受けたんです。ここよりも会社に近いし、なんなら明日にでも引っ越せますよ」

「きゃっ！」

　いきなりベッドに押し倒され、つい大きな声を上げてしまった。

　角部屋とはいえ、一方は人が住んでいるし、騒げば迷惑になってしまう。あわてて口を噤む和香を見て、太一が片方の眉尻を上げて、ニンマリする。

「俺の本宅は一軒家だし、敷地が広いから少しくらい騒いでも人に聞かれる心配はありません。安心して大声を上げられるし、ベッドや玄関以外にも、たくさん抱き合える場所がありますよ」

「あんっ……ちょっと……太一ったら……ん、んっ……」

　唇を重ねられ、ブラウスの裾をたくし上げられる。彼の手がすぐにブラジャーのホックを外し、零れ出た乳房を性急に揉みしだいた。

　胸の先を強く吸われて、腰が高く浮き上がる。その隙に洋服の上下を脱がされ、一気に下着まで剥ぎ取られた。

　和香も負けじと太一のシャツを脱がし、ベッドの外に追いやる。

「和香さん……プライベートでは、和香って呼んでいいですか？」

　太一が和香の脚の間に手を伸ばし、花房の中に指を差し込む。中からとろりと蜜が溢れ、弄られる秘裂がくちゅくちゅと淫猥な水音を立て始める。

「うん。……それに、プライベートでは敬語なんか使わないで……あ、あん、んっ……」

　和香は唇をきつく結び、声が出るのを抑えた。それなのに、太一はわざとのように秘裂を愛撫し、花芽の先を指で摘まみ上げてくる。

「あ……太一……。あ、んっ……！」

「じゃあ、敬語はそういうシチュエーションでする時だけにしようかな？」

「そ、そういうシチュエーションって、どういう――ああんっ！　あ、あ……！」

　指の腹で円を描くように花芽を撫でられ、蜜窟の入り口に硬くて滑らかな切っ先をあてがわれる。

「和香、好きだ……愛してるよ……。もう結婚するんだし、このまま挿れていい？　うちの会社は福利厚生が整っているし、男性の育児休暇も取りやすいし――」

　太一が秘裂に切っ先を擦りつけながら、唇にキスをしてくる。

「ま、待って……。太一ったら、昨日からフルスピードで行動したり話したりしてるわよ。どうしてそんなに急いでるの？　展開が早すぎて、なんだか目が回っちゃいそう」

　当然ながら、それが嫌なのではないし、むしろ嬉しく思っているくらいだ。

「どうしてって、和香を愛してるからだ。それしか、理由が思い浮かばない」

　あっさりとパーフェクトな返事をもらって、和香は密かに喜びで心を震わせる。

　彼は和香と間近で目を合わせながら、頬に鼻先を擦りつけてきた。まるで大きくて精悍なクマに懐かれているような気分になり、身も心も腑抜けてしまいそうになる。

「和香と、もっと深く愛し合いたいし、ずっと一緒にいたい。すぐにでも結婚したいし、子供だってできるだけ早くほしいと思ってるよ」

　切っ先が蜜窟の縁をなぞったあと、ふいに離れた。

「あ……」

　自然と声が漏れ、秘裂がキュッと引き攣る。ほんの少し離れただけなのに、切なさで胸がいっぱいになった。

「自分でも急ぎすぎだっていうのは感じてるよ。だけど、俺にしてみれば、もう今年で十年越しの想いなんだ。まさか本当に会えるとは思ってなかったけど、初恋の相手として、和香の事はずっと忘れずにいた。……どう？　健気だろ？」

「もう……太一ったら――」

　そんなふうに言われて、これ以上拒めるはずがなかった。

「太一……愛してる……。自分でも、びっくりするくらい、太一に夢中なの。たぶん、はじめて会った時から、惹かれていたんだと思う……。好きよ、太一……私だって、太一に負けないくらい太一と深く愛し合いたい――」

　和香は太一の身体に手足を絡ませ、自分から彼の屹立を蜜窟の中に招き入れた。

　一気に奥深くまで挿入して、腰に絡めた脚をグッと引き寄せる。下から腰を突き上げ、叫びそうになる唇をキスで封じた。

「んっ……あ、あああっ……！」

　それでも声は漏れてしまうし、これ以上抑えきれない。

　和香が頭上にあった枕のほうに顔を向けると、片方の肩が浮いて身体が横向きになった。

　それと同時に、太一のものがするりと和香の中から抜け出てしまう。

「あっ……いやぁ……」

　咄嗟に体勢を戻そうとするも、そのまま太一の手によってうつ伏せにさせられ、腰を高く引き上げられる。

「じゃあ、明日引っ越しだな。和香、たくさん愛してあげるから、頑張って声を我慢しなきゃダメだよ」

　突き出した腰を左手で固定され、右手の指を蜜窟の中に沈められた。

　普段は優しくて紳士的なのに、セックスの時は少しだけサディスティックになるところが、たまらない。

　和香は淫らな格好のまま頷き、下唇を噛んだ。

「和香は、言う事を聞くいい子だね」

　ゆっくりと指を抜き差しされ、和香は枕を抱きかかえるようにして口元を押さえた。

　尻肉に手をかけられ、指先でそこを軽くくすぐられる。

「んっ……！　ん……！」

　くすぐったさと蜜窟への愛撫が混ざり合い、痺れるような快感が背筋を通り抜けた。

　我慢しきれずに、腰をさらに太一のほうに突き出し、まるでねだるような姿勢をとる。

　もう指だけではもの足りなくなり、和香は今の姿勢のまま、太一のほうを振り返った。

　自然と目が潤み、息が荒くなっていく。

　太一が和香の双臀を、自分の腰に引き寄せる。彼は屹立の先を蜜窟に突き立て、浅く挿入してきた。

「ひっ……、ん、んっ……！」

　ゆっくりと深く沈んでいく彼のものが、和香の下腹の深い部分を刺激してくる。切っ先が蜜窟の内側を掻き、徐々に速度を速めながら抽送を繰り返す。

　うしろから肩を引かれ、和香は少しずつ上体を起こし四つん這いの格好になる。

　太一が和香の背中に覆いかぶさり、背後から乳房を愛撫してきた。空いているほうの手で花芽の包皮を剥かれ、指先で頂をくすぐられる。

　そうしながらいっそう深く身体を暴かれ、和香は背中をしならせて快楽に耽った。

「あんっ！　……あぁっ……太一っ……」

　激しすぎる愉悦を感じて、和香は我もなく甘えた声を上げてしまう。

　彼を咥え込む蜜窟の奥が狭くなり、切っ先をきつく締めつけるのがわかる。子宮に続く膨らみを小刻みに突かれて、和香は一気に絶頂の淵に追いやられた。

「和香」

　名前を呼ばれ仰け反るようにして振り向くと、太一が唇に噛みつくようなキスをしてくる。身体を交わらせたまま向かい合わせの姿勢になり、腰を浮かせて屹立を根元まで咥え込む。激しく腰を動かされ、一瞬気が遠くなった。

「ふぁっ……あ！　あ……」

　太一の身体に手足を絡みつかせて、中を抉られる快楽に酔いしれる。

　今まで、これほど強い快感を味わった事などなかった。どれだけ交わっても、まだ足りないような気がする……。

　和香は熱い情動に突き動かされ、太一に抱きついたまま身体をぐるりと反転させた。

　自分から彼の唇にキスをして、舌を絡みつかせる。思う存分キスを堪能したあと、太一の手を借りて彼の上に馬乗りの格好になった。

　微笑んだ顔の太一が、下からじっと見つめてくる。

「好きに動いてごらん」

　そう言われ、和香は彼の胸に手を置いて下腹に力を込めた。その途端、蜜窟の中で屹立がグッと硬さを増す。

「あんっ！」

　思わず声が出て、背中が弓のようにしなる。あとはもう無我夢中で腰を動かし、乳房を愛撫してくる彼の手の上に掌を重ね合わせた。

「もっとっ……。もっと強く触って……！　太一……お願い――」

　和香が身をくねらせると、太一が上体を起こして乳房に吸いついてきた。先端をやんわりと噛まれ、舌で転がされる。

　信じられないほど、気持ちがいい――。

　起き上がった太一の双肩に腕を回すと、彼が腰を強く突き上げてきた。

　和香は太一の膝の上で激しく身体を上下させながら、きつく唇を噛みしめる。そうしていなければ、きっと隣に聞こえてしまうほどの大声を上げていたに違いなかった。

「んっ……ん、ん――！」

　太一が和香の両膝を腕に抱え、そのまま仰向けに押し倒してきた。逞しい腕の中に包み込まれ、繰り返しキスをされる。

「そうやって、声を出すのを我慢してる顔……。すごくそそられるな……。もっと感じさせてあげたくなる――」

「あんっ！　や……ぁんっ……！」

　リズミカルに腰を振られ、和香は耐え切れず嬌声を上げた。その唇をキスで塞がれ、さらに奥を突かれる。

　猛りきった彼の屹立が、いっそう硬くなって和香の中で存在感を増す。腰を持ち上げるようにして引き寄せられ、小刻みに奥を掻かれる。

　和香は、うっとりと目を閉じ、全身を震わせて絶頂を迎えた。それと前後して、屹立が蜜窟の奥で繰り返し吐精する。

「んっ……ん、んっ……」

　太一の精が、自分の身体の奥深くに注がれるのを感じる。

　和香は、屹立の動きに合わせて腰を突き出し、太一とともに悦楽の海にどっぷりと沈み込んだ。

　

　

　翌朝、和香は太一の部屋で彼よりも一足早く目覚めた。

　彼を起こさないように、そっとベッドから抜け出し、キッチンに行ってコーヒーを淹れる。

　裸の身体に羽織ったのは、太一が貸してくれたバスローブだ。

　ぶかぶかで大きすぎるけれど、生地はやわらかで、とても着心地がいい。

（そういえば、うちの商品の中にバスローブってなかったよね。下着やパジャマはあるんだし、バスローブも出してみたらどうかな？）

　ふとそんな事を思い立ち、ベッド横のテーブルに置いてあったスマートフォンを手に取る。メモアプリを立ち上げ、今思いついたアイデアを記録しておく。

「ん……」

　ちょうどその時、太一が寝返りを打って和香のほうに近づいてきた。薄っすらと目を開け、まだ眠そうな顔で和香を見上げてくる。

「ごめん、起こしちゃった？」

「いや、そうじゃない。自然に目が覚めて……起きる前、夢を見てた」

　太一が、そう言ってにっこりする。

「へえ、どんな夢？」

「うーん……すごくいい夢だった。俺が今みたいに横向きになってベッドで寝ていて……すぐ隣には、可愛い赤ちゃんがすやすやと寝息を立ててた。二人とも、のんびりしあわせそうに寝てたな……。あれって、俺と和香の赤ちゃんだったのかな？」

「え……何それ、予知夢？」

「きっと、そうだと思うよ」

「だとしたら、私は？」

「和香は俺の背中の方で、グーグーいびきをかいて寝てた」

「なっ……なんでいびき？　私、そんなグータラなママになるの？」

　和香が慌てると、太一が首を横に振りながら仰向けになった。そして、和香のほうに両手を差し伸べ、おいでおいでをしてくる。

　和香は素直にそれに応じて、太一の横にごろりと寝転がった。すぐに手が伸びてきて、身体を抱き寄せられる。

「グータラなんじゃなくて、赤ちゃんの世話で疲れて寝てたんだと思う」

　太一が、たった今見た夢を振り返るように、ゆっくりと話し始めた。

「俺は和香の寝顔を見ながら赤ちゃんを寝かしつけて、ようやく親子三人同じベッドでおやすみ、って感じだったんだろうな。ほんと、いい夢だったよ。……和香、愛してる。子育て、一緒に頑張ろうな」

　彼は、それだけ言うと、また目を閉じてうとうとし始めた。

　和香は寝そべったまま背伸びをして、太一の唇にそっとキスをする。そして、まだ見ぬ我が子を思いながら、自分の下腹をさすった。

「あなたのパパ、かっこよくて優しくて、文句のつけようがないくらい素敵な人よ。だから、いつでも生まれてきていいからね」

　実際に、太一はきっといい父親になるだろう。

　そう確信できるほど、彼の言葉にはたくさんの愛情が詰まっていた。

「愛してるわ、太一。大好き……」

　ますます深まっていく太一への愛を感じながら、和香はもう一度彼の唇に心を込めてキスをするのだった。







あとがき








「逃避不可～年下御曹司からの一途過ぎる愛慾包囲網」を読んでくださった読者さまへ。

　この度は、本作をお買い求めいただき、ありがとうございました。

　濃蜜ラブルージュでは、はじめましての有允ひろみと申します。

　昇進を見送られ、恋愛運にも恵まれずにいたヒロインが、ある日転勤してきた年下男子にロックオンされ、積極的なアプローチを受ける――。

　年齢や恋愛遍歴の有無に関係なく、多くの女性がときめくシチュエーションではないでしょうか。

　包容力のある年上好きであっても、年下からまっすぐな想いをぶつけられたら、つい母性本能をくすぐられて年下好きに転向してしまう例も多々あります。

　本作で登場ヒーローは、イメージするとすればクマのように大きなモフモフの犬といったところでしょうか。そんなモフモフが、目をキラキラさせ、一生懸命しっぽを振りながらあなただけに懐いてきたら……。しかも、美男の御曹司。これはもう降伏するしかないのです。

　本作が、日々一生懸命頑張っているあなたさまに、ほんの少しでも心の憩いをもたらす事ができていたら、心から嬉しく思います。
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